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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　次式
　ＭwＤxＴyＱz

　を有するブロック状カチオン性オルガノポリシロキサンを含む、不織布又は衛生ティッ
シュ製品からなる群から選択される物品であって、式中、
　Ｍ＝［ＳｉＲ1Ｒ2Ｒ3Ｏ1/2］、［ＳｉＲ1Ｒ2Ｇ1Ｏ1/2］、［ＳｉＲ1Ｇ1Ｇ2Ｏ1/2］、［
ＳｉＧ1Ｇ2Ｇ3Ｏ1/2］、又はこれらの組み合わせであり、
　Ｄ＝［ＳｉＲ1Ｒ2Ｏ2/2］、［ＳｉＲ1Ｇ1Ｏ2/2］、［ＳｉＧ1Ｇ2Ｏ2/2］又はこれらの
組み合わせであり、
　Ｔ＝［ＳｉＲ1Ｏ3/2］、［ＳｉＧ1Ｏ3/2］又はこれらの組み合わせであり、
　Ｑ＝［ＳｉＯ4/2］であり、
　ｗ＝１～（２＋ｙ＋２ｚ）の整数であり、
　ｘ＝５～１５，０００の整数であり、
　ｙ＝０～９８の整数であり、
　ｚ＝０～９８の整数であり、
　Ｒ1、Ｒ2及びＲ3は、Ｈ、ＯＨ、Ｃ1～Ｃ32アルキル、Ｃ1～Ｃ32置換アルキル、Ｃ5～Ｃ

32又はＣ6～Ｃ32アリール、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32置換アリール、Ｃ6～Ｃ32アルキルア
リール、Ｃ6～Ｃ32置換アルキルアリール、Ｃ1～Ｃ32アルコキシ、Ｃ1～Ｃ32置換アルコ
キシ、Ｃ1～Ｃ32アルキルアミノ、及びＣ1～Ｃ32置換アルキルアミノからなる群からそれ
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ぞれ独立して選択され、
　少なくとも１つのＭ、Ｄ、又はＴは、少なくとも１つの部分Ｇ1、Ｇ2又はＧ3を組み込
み、
　Ｇ1、Ｇ2、及びＧ3は、同一、又は異なる部分であり、その各々は式
【化１】

　を有し、式中、
　Ｘは、Ｃ1～Ｃ32アルキレン、Ｃ1～Ｃ32置換アルキレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32アリ
ーレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32置換アリーレン、Ｃ6～Ｃ32アリールアルキレン、Ｃ6～
Ｃ32置換アリールアルキレン、Ｃ1～Ｃ32アルコキシ、Ｃ1～Ｃ32置換アルコキシ、Ｃ1～
Ｃ32アルキレンアミノ、及びＣ1～Ｃ32置換アルキレンアミノからなる群から選択される
二価基を含み、ただし、Ｘが繰り返しアルキレンオキシド部分を含まない場合、Ｘは、Ｐ
、Ｎ及びＯからなる群から選択されるヘテロ原子を更に含んでよく、
　各Ｒ4は、Ｃ1～Ｃ32アルキル、Ｃ1～Ｃ32置換アルキル、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32アリ
ール、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32置換アリール、Ｃ6～Ｃ32アルキルアリール、及びＣ6～Ｃ

32置換アルキルアリールからなる群から独立して選択される同一の又は異なる一価基を含
み、
　Ｅは、Ｃ1～Ｃ32アルキレン、Ｃ1～Ｃ32置換アルキレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32アリ
ーレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32置換アリーレン、Ｃ6～Ｃ32アリールアルキレン、Ｃ6～
Ｃ32置換アリールアルキレン、Ｃ1～Ｃ32アルコキシ、Ｃ1～Ｃ32置換アルコキシ、Ｃ1～
Ｃ32アルキレンアミノ、及びＣ1～Ｃ32置換アルキレンアミノからなる群から選択される
二価基を含み、ただし、Ｅが繰り返しアルキレンオキシド部分を含まない場合、Ｅは、Ｐ
、Ｎ、及びＯからなる群から選択されるヘテロ原子を更に含んでよく、
　Ｅ’は、Ｃ1～Ｃ32アルキレン、Ｃ1～Ｃ32置換アルキレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32ア
リーレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32置換アリーレン、Ｃ6～Ｃ32アリールアルキレン、Ｃ6

～Ｃ32置換アリールアルキレン、Ｃ1～Ｃ32アルコキシ、Ｃ1～Ｃ32置換アルコキシ、Ｃ1

～Ｃ32アルキレンアミノ、及びＣ1～Ｃ32置換アルキレンアミノからなる群から選択され
る二価基を含み、ただし、Ｅ’が繰り返しアルキレンオキシド部分を含まない場合、Ｅ’
は、Ｐ、Ｎ、及びＯからなる群から選択されるヘテロ原子を更に含んでよく、
　ｐは１～５０から独立して選択される整数であり、
　ｎは、１又は２から独立して選択される整数であり、
　少なくとも１つのＧ1、Ｇ2、又はＧ3が正に荷電されており、
　Ａ-tは好適な電荷均衡アニオン（１つ又は複数）であり、電荷均衡アニオン（１つ又は
複数）の全電荷であるｋは、Ｇ1、Ｇ2又はＧ3部分の正味電荷と大きさが等しくかつ符号
が反対であり、ここで、ｔは１、２、又は３から独立して選択される整数であり、各部分
Ｇに関し、ｋ≦ｐ*（２／ｔ）＋１である、物品。
【請求項２】
　前記ブロック状カチオン性オルガノポリシロキサンの電荷密度が、０．０４ｍｅｑ／ｇ
～１２ｍｅｑ／ｇである、請求項１に記載の物品。
【請求項３】
　前記ブロック状カチオン性オルガノポリシロキサン分子中に存在するアミンの５０％～
１００％が四級化されている、請求項１または２に記載の物品。
【請求項４】
　オルガノポリシロキサンの各Ｅが、Ｃ3～Ｃ32アルキレン、Ｃ3～Ｃ32置換アルキレン、
Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32アリーレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32置換アリーレン、Ｃ6～Ｃ3

2アリールアルキレン、Ｃ6～Ｃ32置換アリールアルキレン、Ｃ3～Ｃ32アルコキシ、Ｃ3～
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Ｃ32置換アルコキシ、Ｃ3～Ｃ32アルキレンアミノ、及びＣ3～Ｃ32置換アルキレンアミノ
からなる群から選択される二価基を含み、但し、Ｅが反復アルキレンオキシド部分を含ま
ない場合、Ｅは、Ｐ、Ｎ、及びＯからなる群から選択されるヘテロ原子を更に含んでもよ
く、
　前記オルガノポリシロキサンのＥ’が、Ｃ3～Ｃ32アルキレン、Ｃ3～Ｃ32置換アルキレ
ン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32アリーレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32置換アリーレン、Ｃ6

～Ｃ32アリールアルキレン、Ｃ6～Ｃ32置換アリールアルキレン、Ｃ3～Ｃ32アルコキシ、
Ｃ3～Ｃ32置換アルコキシ、Ｃ3～Ｃ32アルキレンアミノ、及びＣ3～Ｃ32置換アルキレン
アミノからなる群から選択される二価基を含み、但し、Ｅ’が反復アルキレンオキシド部
分を含まない場合、Ｅ’は、Ｐ、Ｎ、及びＯからなる群から選択されるヘテロ原子を更に
含んでもよい、請求項１～３のいずれか一項に記載の物品。
【請求項５】
　次式
　ＭwＤx

　を有するブロック状オルガノポリシロキサンを含む不織布又は衛生ティッシュ製品から
なる群から選択される物品であって、式中、
　Ｍ＝［ＳｉＲ1Ｒ2Ｒ3Ｏ1/2］、［ＳｉＲ1Ｒ2Ｇ1Ｏ1/2］、［ＳｉＲ1Ｇ1Ｇ2Ｏ1/2］、［
ＳｉＧ1Ｇ2Ｇ3Ｏ1/2］、又はこれらの組み合わせであり、
　Ｄ＝［ＳｉＲ1Ｒ2Ｏ2/2］であり、
　ｗ＝１～２の整数であり、
　ｘ＝５～１５，０００の整数であり、
　Ｒ1、Ｒ2及びＲ3は、Ｈ、ＯＨ、Ｃ1～Ｃ32アルキル、Ｃ1～Ｃ32置換アルキル、Ｃ5～Ｃ

32又はＣ6～Ｃ32アリール、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32置換アリール、Ｃ6～Ｃ32アルキルア
リール、Ｃ6～Ｃ32置換アルキルアリール、Ｃ1～Ｃ32アルコキシ、Ｃ1～Ｃ32置換アルコ
キシ、Ｃ1～Ｃ32アルキルアミノ、及びＣ1～Ｃ32置換アルキルアミノからなる群からそれ
ぞれ独立して選択され、
　少なくとも１つのＭ又はＤは、少なくとも１つの部分Ｇ1、Ｇ2又はＧ3を組み込み、
　Ｇ1、Ｇ2、及びＧ3は、同一、又は異なる部分であり、その各々は式

【化２】

　を有し、
　式中、
　Ｘは、Ｃ1～Ｃ32アルキレン、Ｃ1～Ｃ32置換アルキレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32アリ
ーレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32置換アリーレン、Ｃ6～Ｃ32アリールアルキレン、Ｃ6～
Ｃ32置換アリールアルキレン、Ｃ1～Ｃ32アルコキシ、Ｃ1～Ｃ32置換アルコキシ、Ｃ1～
Ｃ32アルキレンアミノ、及びＣ1～Ｃ32置換アルキレンアミノからなる群から選択される
二価基を含み、但し、Ｘが反復アルキレンオキシド部分を含まない場合、Ｘは、Ｐ、Ｎ、
及びＯからなる群から選択されるヘテロ原子を更に含んでもよく、
　Ｒ4は、Ｃ1～Ｃ32アルキル、Ｃ1～Ｃ32置換アルキル、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32アリー
ル、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32置換アリール、Ｃ6～Ｃ32アルキルアリール、及びＣ6～Ｃ32

置換アルキルアリールからなる群から選択される同一の又は異なる一価基を含み、
　Ｅは、Ｃ1～Ｃ32アルキレン、Ｃ1～Ｃ32置換アルキレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32アリ
ーレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32置換アリーレン、Ｃ6～Ｃ32アリールアルキレン、Ｃ6～
Ｃ32置換アリールアルキレン、Ｃ1～Ｃ32アルコキシ、Ｃ1～Ｃ32置換アルコキシ、Ｃ1～
Ｃ32アルキレンアミノ、及びＣ1～Ｃ32置換アルキレンアミノからなる群から選択される
二価基を含み、ただし、Ｅが繰り返しアルキレンオキシド部分を含まない場合、Ｅが、Ｐ
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　Ｅ’は、Ｃ1～Ｃ32アルキレン、Ｃ1～Ｃ32置換アルキレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32ア
リーレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32置換アリーレン、Ｃ6～Ｃ32アリールアルキレン、Ｃ6

～Ｃ32置換アリールアルキレン、Ｃ1～Ｃ32アルコキシ、Ｃ1～Ｃ32置換アルコキシ、Ｃ1

～Ｃ32アルキレンアミノ、及びＣ1～Ｃ32置換アルキレンアミノからなる群から選択され
る二価基を含み、但し、Ｅ’が反復アルキレンオキシド部分を含まない場合、Ｅ’は、Ｐ
、Ｎ、及びＯからなる群から選択されるヘテロ原子を更に含んでもよく、
　ｐは１～５０から独立して選択される整数であり、
　ｎは１又は２から独立して選択される整数であり、及び
　式中、Ｇ1、Ｇ2、又はＧ3のうち少なくとも１つは正に荷電されており、Ａ-tは好適な
電荷均衡アニオン（１つ又は複数）であり、前記電荷均衡アニオン（１つ又は複数）の全
電荷であるｋは、Ｇ1、Ｇ2又はＧ3部分の正味電荷と大きさが等しくかつ符号が反対であ
り、ここで、ｔは１、２、又は３から独立して選択される整数であり、各部分Ｇに関し、
ｋ≦ｐ*（２／ｔ）＋１である、物品。
【請求項６】
　前記ブロック状カチオン性オルガノポリシロキサンの電荷密度が、０．０４ｍｅｑ／ｇ
～１２ｍｅｑ／ｇである、請求項５に記載の物品。
【請求項７】
　前記ブロック状カチオン性オルガノポリシロキサン分子中に存在するアミンの５０％～
１００％が四級化されている、請求項５または６に記載の物品。
【請求項８】
　前記オルガノポリシロキサン中の各Ｅが、Ｃ3～Ｃ32アルキレン、Ｃ3～Ｃ32置換アルキ
レン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32アリーレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32置換アリーレン、Ｃ

6～Ｃ32アリールアルキレン、Ｃ6～Ｃ32置換アリールアルキレン、Ｃ3～Ｃ32アルコキシ
、Ｃ3～Ｃ32置換アルコキシ、Ｃ3～Ｃ32アルキレンアミノ、及びＣ3～Ｃ32置換アルキレ
ンアミノからなる群から選択される２価基を含み、但し、Ｅが反復アルキレンオキシド部
分を含まない場合、Ｅは、Ｐ、Ｎ、及びＯからなる群から選択されるヘテロ原子を更に含
んでもよく、
　前記オルガノポリシロキサン中のＥ’が、Ｃ3～Ｃ32アルキレン、Ｃ3～Ｃ32置換アルキ
レン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32アリーレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32置換アリーレン、Ｃ

6～Ｃ32アリールアルキレン、Ｃ6～Ｃ32置換アリールアルキレン、Ｃ3～Ｃ32アルコキシ
、Ｃ3～Ｃ32置換アルコキシ、Ｃ3～Ｃ32アルキレンアミノ、及びＣ3～Ｃ32置換アルキレ
ンアミノからなる群から選択される二価基を含み、但し、Ｅ’が反復アルキレンオキシド
部分を含まない場合、Ｅ’は、Ｐ、Ｎ、及びＯからなる群から選択されるヘテロ原子を更
に含んでもよい、請求項５～７のいずれか一項に記載の物品。
【請求項９】
　前記オルガノポリシロキサンの少なくとも１つのＥ又はＥ’が、独立して、
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【化３】

　からなる群から選択され、
　式中、
　各Ｒ6が、独立して、Ｃ1～Ｃ32アルキレン、Ｃ1～Ｃ32置換アルキレン、Ｃ5～Ｃ32又は
Ｃ6～Ｃ32アリーレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32置換アリーレン、Ｃ6～Ｃ32アリールアル
キレン、Ｃ6～Ｃ32置換アリールアルキレン、Ｃ1～Ｃ32アルコキシ、Ｃ1～Ｃ32置換アル
コキシ、Ｃ1～Ｃ32アルキレンアミノ、Ｃ1～Ｃ32置換アルキレンアミノ、開環エポキシド
、及び開環グリシジルからなる群から選択される２価基を含み、但し、Ｒ6が反復アルキ
レンオキシド部分を含まない場合、Ｒ6は、Ｐ、Ｎ、及びＯからなる群から選択されるヘ
テロ原子を更に含んでもよく、
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　各Ｒ9が、独立して、Ｈ、Ｃ1～Ｃ32アルキル、Ｃ1～Ｃ32置換アルキル、Ｃ5～Ｃ32又は
Ｃ6～Ｃ32アリール、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32置換アリール、Ｃ6～Ｃ32アルキルアリール
、及びＣ6～Ｃ32置換アルキルアリールからなる群から選択される一価基を含み、ｕが、
独立して３～３２から選択される整数である、請求項１～８のいずれか一項に記載の物品
。
【請求項１０】
　前記物品が、タオル、ウェットティッシュ、表面クリーニング用拭き取り用品、布地ク
リーニング用拭き取り用品、肌用クレンジング拭き取り用品、化粧拭き取り用品、アプリ
ケーター拭き取り用品、自動車クリーニング拭き取り用品、レンズクリーニング拭き取り
用品、包装剤、クリーニング拭き取り用品、掃除用拭き取り用品、充填材、使い捨て衣類
、使い捨て外科用又は医療用衣類、包帯、ペーパータオル、トイレットペーパー、顔用拭
き取り用品、及び創傷被覆材からなる群から選択される吸収性物品である、請求項１～９
のいずれか一項に記載の物品。
【請求項１１】
　前記物品が、乳幼児用おむつ、トレーニングパンツ、成人用失禁予防物品、生理用品、
ベッドパッド、及び尿とりパッドからなる群から選択される使い捨て吸収性物品である、
請求項１～１０のいずれか一項に記載の物品。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の物品であって、
　前記物品のトップシート又はバックシートが、前記ブロック状カチオン性オルガノポリ
シロキサンを含む、物品。
【請求項１３】
　請求項１１に記載の物品であって、
　前記物品のバリアカフスが、前記ブロック状カチオン性オルガノポリシロキサンを含む
、物品。
【請求項１４】
　前記物品を乾燥させた後、１ｍ2当たり１ｇ未満（ｇｓｍ）、又は０．０１～１０ｇｓ
ｍ、又は０．０１～５ｇｓｍ、又は０．０１～２ｇｓｍのオルガノポリシロキサンを含む
、請求項１～９のいずれか一項に記載の物品。
【請求項１５】
　前記オルガノポリシロキサンが、前記不織布又は衛生ティッシュ製品に適用されるより
前に担体と配合される、請求項１～９のいずれか一項に記載の織布又は衛生ティッシュ製
品の製造方法。
【請求項１６】
　前記担体が、水、エタノール、溶媒、イソプロパノール、界面活性剤、乳化剤、及びこ
れらの混合物からなる群から選択される、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記担体が水を含み、前記オルガノポリシロキサンが、前記不織布に適用するより前に
前記水により乳化される、請求項１５に記載の不織布又は衛生ティッシュ製品の製造方法
。
【請求項１８】
　表面を、請求項１～９のいずれか一項に記載の不織布と接触させることを含む、表面の
処理方法。
【請求項１９】
　表面を請求項１０に記載の吸収性物品と接触させることを含む、表面の処理方法。
【請求項２０】
　前記吸収性物品が、タオル、ウェットティッシュ、表面クリーニング用拭き取り用品、
布地クリーニング用拭き取り用品、肌用クレンジング拭き取り用品、化粧拭き取り用品、
アプリケーター拭き取り用品、自動車クリーニング拭き取り用品、レンズクリーニング拭
き取り用品、クリーニング拭き取り用品、及び掃除用拭き取り用品からなる群から選択さ
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れる、請求項１９に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、少なくとも１つの構成要素上をコーティングする本発明のオルガノポリシロ
キサン表面を含む、使い捨て吸収性物品に関する。表面コーティングは、このような物品
、あるいは処理される構成要素に、より柔らかな感触を付与する。
【背景技術】
【０００２】
　衛生ティッシュ製品及び不織布は、使い捨てクリーニング製品及び使い捨て吸収性物品
を含む多くの製品分野で使用が見出されている。衛生ティッシュ製品及び不織布は、一般
的に水性又は非水性組成物により前処理された不織布を含む、洗浄液を含浸させた拭き取
り用品の領域で有用である（例えば、乳幼児用拭き取り用品、及び硬質表面クリーニング
用拭き取り用品など）。不織布は、一般にペーパータオル及びその他の使い捨て拭き取り
用品などの、最終製品に不織布を含む、洗浄液を含浸させていない拭き取り用品の領域で
も有用である。洗浄液を含浸させていない拭き取り用品は、所望により、不織布の摩耗特
性又はゴシゴシ洗い特性を修正して、より硬質のクリーニング用途のため摩耗性を向上さ
せ得る、あるいはより穏やかなクリーニング用途のため摩耗性を低減させ得る、表面処理
を含む。不織布は、一般に不織布及び／又はフィルム材料を組み合わせて組み立てられる
吸収性物品の領域でも有用である。使用される衛生ティッシュ製品は、風呂場、台所にお
ける、又は表面をクリーニングするためのその他の用途における拭き取り用品である。
【０００３】
　不織布及び衛生ティッシュ製品が一般的に有用である任意の製品領域において、不織布
又は衛生ティッシュ製品それ自体の柔軟性を向上させることは望ましいものであり得る。
例えば、個人、親、及び介護人は、自然に彼ら自身及び彼らの赤ん坊に可能な限り十分な
快適さを提供しようと努め、洗浄液を含浸させたクリーニング拭き取り用品、洗浄液を含
浸していないクリーニング拭き取り用品、及び使い捨ておむつなどの製品を利用し、比較
的柔軟であると、彼らがしていることが一連の状況において快適さをもたらし得るもので
あるという安心感を得られるものと知覚するように思われる。同様のことは、皮膚の近く
で使用される、適用される及び／又は着用されるよう、あるいは繊細な表面上で使用され
るよう設計されている、顔用拭き取り用品、硬質表面用拭き取り用品、布地クリーニング
用拭き取り用品、トレーニングパンツ、成人失禁用下着類、女性用衛生製品、胸当て、ケ
アマット、よだれかけ、及び創傷被覆材製品などのその他の種類のクリーニング拭き取り
用品及び／又は使い捨て吸収性物品についても言うことができ、柔軟な手触りは、着用者
又は介護人に、物品が、扱われる表面に対して穏やかなものである、及び／又は肌にとっ
て快適なものであるという安心感を与え得る。
【０００４】
　したがって、多くのメーカーは、ポリマー繊維から形成される不織布ウェブ材料及びそ
の積層体を含む、製品を形成する様々なウェブ材料といった、このような製品を作るため
に使用される様々な材料の柔軟性を向上させるために注力することがある。柔軟性に関す
る消費者の知覚を改良する目的で、不織布ウェブ材料及び衛生ティッシュ製品の特徴を提
供又は変更するための様々な努力がなされている。これらの努力には、繊維化学、坪量、
かさばり、繊維の密度、構成、及び大きさの選択並びに／又は操作、着色及び／又は不透
明化、様々なパターンでのエンボス加工又は結合などが含まれている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　これらのアプローチの成功度はまちまちであるものの、このような使い捨て吸収性物品
の柔軟性の向上においては改良の余地がある。したがって、当該技術分野で既知の使い捨
て吸収性物品の代替品を提供することは望ましい。



(8) JP 6100899 B2 2017.3.22

10

20

30

40

50

【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、柔らかい感触を有する不織布及び衛生ティッシュ製品、並びにこのような不
織布及び衛生ティッシュ製品を含む消費者製品に関する。不織布又は衛生ティッシュ紙は
、不織布又は衛生ティッシュ紙の少なくとも一部分上に配置された本発明のオルガノポリ
シロキサンポリマー表面コーティングを含む。表面コーティングは、このような不織布、
あるいは処理される部分にやわらかな感触を付与する。
【０００７】
　本発明は、一態様では、本発明のオルガノポリシロキサンコンディショニングポリマー
を含む不織布及び衛生ティッシュ製品を提供することにより、前述の必要性の１つ以上の
解決を試みる。本発明は、このような物品の製造方法及びこれらの使用方法にも関する。
【０００８】
　本発明のオルガノポリシロキサンポリマーは、官能化されて、好適に１つ以上の物品表
面上に付着し、柔軟効果を提供する。本発明のポリマーの電荷密度は、異なる使用環境下
での耐久性、付着性、及びコンディショニング（例えば、やわらかな感触）性能を増強す
るため、用途に合わせて調整することができる。更に、電荷密度及び／又は疎水性置換及
び／又は親水性置換を調節するなどして、本発明のポリマーの機能付与を変化させること
で、本発明のポリマーは、多様な製品の配合及び使用に合わせて調整することができる。
【０００９】
　本発明の一態様では、消費者製品は、クリーニング用拭き取り用品などの表面処理拭き
取り用品である。
【００１０】
　本発明の一態様では、消費者製品は日用品（work article）である。日用品は吸収性物
品であってよく、あるいは室内着又は靴又はその他の衣類などの吸収性物品でなくてもよ
い。
【００１１】
　本発明の一態様では、消費者製品は使い捨て吸収性物品であり、トップシート、バック
シート、及びトップシートとバックシートとの間に配置された吸収性コアを含む封じ込め
アセンブリを有する乳幼児用おむつである。バックシートは、物品の吸収性コアの最外部
の少なくとも一部分を覆うために吸収性物品の最外部に配置された不織布ウェブを含む。
【００１２】
　本発明は、トレーニングパンツ、成人用失禁予防物品、生理用品などの使い捨て吸収性
物品（例えば、生理用ナプキン、生理用タンポン）、使い捨て外科用又は医療用衣服（例
えば、ガウン、ドレープ、靴用カバー、及びキャップ類）、ベッドパッド、尿とりパッド
、タオル、拭き取り用品（例えば、自動車クリーニング、レンズクリーニング、包装、ク
リーニング、及びダスト）、充填材、使い捨て衣類（例えば、下着）、吸収性包帯、創傷
被覆材、並び同様物にも関する。
【００１３】
　本発明は、トイレットペーパー、キッチンタオル、ペーパータオル、ナプキン、拭き取
り用品（乳幼児用拭き取り用品、顔用拭き取り用品、及びその他の硬質表面クリーニング
用拭き取り用品）などの使い捨て吸収性物品にも関する。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本発明は、次式：
　ＭwＤxＴyＱzを有するブロック状カチオン性オルガノポリシロキサンを含む不織布及び
衛生ティッシュ製品を提供する。
　式中、
　Ｍ＝［ＳｉＲ1Ｒ2Ｒ3Ｏ1/2］、［ＳｉＲ1Ｒ2Ｇ1Ｏ1/2］、［ＳｉＲ1Ｇ1Ｇ2Ｏ1/2］、［
ＳｉＧ1Ｇ2Ｇ3Ｏ1/2］、又はこれらの組み合わせであり、
　Ｄ＝［ＳｉＲ1Ｒ2Ｏ2/2］、［ＳｉＲ1Ｇ1Ｏ2/2］、［ＳｉＧ1Ｇ2Ｏ2/2］又はこれらの
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組み合わせであり、
　Ｔ＝［ＳｉＲ1Ｏ3/2］、［ＳｉＧ1Ｏ3/2］又はこれらの組み合わせであり、
　Ｑ＝［ＳｉＯ4/2］であり、
　ｗ＝１～（２＋ｙ＋２ｚ）の整数であり、
　ｘ＝５～１５，０００の整数であり、
　ｙ＝０～９８の整数であり、
　ｚ＝０～９８の整数であり、
　Ｒ1、Ｒ2及びＲ3が、Ｈ、ＯＨ、Ｃ1～Ｃ32アルキル、Ｃ1～Ｃ32置換アルキル、Ｃ5～Ｃ

32又はＣ6～Ｃ32アリール、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32置換アリール、Ｃ6～Ｃ32アルキルア
リール、Ｃ6～Ｃ32置換アルキルアリール、Ｃ1～Ｃ32アルコキシ、Ｃ1～Ｃ32置換アルコ
キシ、Ｃ1～Ｃ32アルキルアミノ、及びＣ1～Ｃ32置換アルキルアミノからなる群からそれ
ぞれ独立して選択され、
　少なくとも１つのＭ、Ｄ、又はＴが、少なくとも１つの部分Ｇ1、Ｇ2又はＧ3を組み込
み、
　Ｇ1、Ｇ2、及びＧ3はそれぞれ独立して、式：
【００１５】
【化１】

　から選択され、
　式中、
　Ｘは、Ｃ1～Ｃ32アルキレン、Ｃ1～Ｃ32置換アルキレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32アリ
ーレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32置換アリーレン、Ｃ6～Ｃ32アリールアルキレン、Ｃ6～
Ｃ32置換アリールアルキレン、Ｃ1～Ｃ32アルコキシ、Ｃ1～Ｃ32置換アルコキシ、Ｃ1～
Ｃ32アルキレンアミノ、Ｃ1～Ｃ32置換アルキレンアミノ、開環エポキシド、及び開環グ
リシジルからなる群から選択される二価基を含み、ただし、Ｘが繰り返しアルキレンオキ
シド部分を含まない場合、Ｘが、Ｐ、Ｎ及びＯからなる群から選択されるヘテロ原子を更
に含んでよく、あるいは、各Ｘは、Ｃ1～Ｃ32アルキレン、Ｃ1～Ｃ32置換アルキレン、Ｃ

5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32アリーレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32置換アリーレン、Ｃ6～Ｃ32

アリールアルキレン、及びＣ6～Ｃ32置換アリールアルキレンからなる群から独立して選
択される二価基であってもよく、
　Ｎは窒素原子であり、
　Ｒ4は、Ｈ、Ｃ1～Ｃ32アルキル、Ｃ1～Ｃ32置換アルキル、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32ア
リール、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32置換アリール、Ｃ6～Ｃ32アルキルアリール、及びＣ6～
Ｃ32置換アルキルアリールからなる群から選択される同一の又は異なる一価基を含んでも
よく、
　Ｅは、Ｃ1～Ｃ32アルキレン又はＣ3～Ｃ32アルキレン、Ｃ1～Ｃ32置換アルキレン又は
Ｃ3～Ｃ32置換アルキレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32アリーレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ3

2置換アリーレン、Ｃ6～Ｃ32アリールアルキレン、Ｃ6～Ｃ32置換アリールアルキレン、
Ｃ1～Ｃ32アルコキシ又はＣ3～Ｃ32アルコキシ、Ｃ1～Ｃ32置換アルコキシ又はＣ3～Ｃ32

置換アルコキシ、Ｃ1～Ｃ32アルキレンアミノ又はＣ3～Ｃ32アルキレンアミノ、Ｃ1～Ｃ3

2置換アルキレンアミノ又はＣ3～Ｃ32置換アルキレンアミノ、開環エポキシド及び開環グ
リシジルからなる群から選択される二価基であり、但し、Ｅが反復アルキレンオキシド部
分を含まない場合、Ｅは、Ｐ、Ｎ、及びＯからなる群から選択されるへテロ原子を更に含
んでもよく、
　Ｅ’は、Ｃ1～Ｃ32アルキレン又はＣ3～Ｃ32アルキレン、Ｃ1～Ｃ32置換アルキレン又
はＣ3～Ｃ32置換アルキレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32アリーレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～
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Ｃ32置換アリーレン、Ｃ6～Ｃ32アリールアルキレン、Ｃ6～Ｃ32置換アリールアルキレン
、Ｃ1～Ｃ32アルコキシ又はＣ3～Ｃ32アルコキシ、Ｃ1～Ｃ32置換アルコキシ又はＣ3～Ｃ

32置換アルコキシ、Ｃ1～Ｃ32アルキレンアミノ又はＣ3～Ｃ32アルキレンアミノ、Ｃ1～
Ｃ32置換アルキレンアミノ又はＣ3～Ｃ32置換アルキレンアミノ、開環エポキシド及び開
環グリシジルからなる群から選択される二価基を含み、但し、Ｅ’が反復アルキレンオキ
シド部分を含まない場合、Ｅ’は、Ｐ、Ｎ、及びＯからなる群から選択されるへテロ原子
を更に含んでもよく、
【００１６】
　一実施形態では、エチレン部分であるＥ部分はない。Ｅ及びＥ’のそれぞれは、同一又
は異なる基であってよい。一部の実施態様では、Ｅ及びＥ’は異なる基である。
【００１７】
　いくつかの実施形態では、少なくとも１つのＥ又はＥ’は、独立して、次の：
【００１８】
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【化２】

　からなる群から選択され、
　式中、
　Ｒ6は、Ｃ1～Ｃ32アルキレン、Ｃ1～Ｃ32置換アルキレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32ア
リーレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32置換アリーレン、Ｃ6～Ｃ32アリールアルキレン、Ｃ6

～Ｃ32置換アリールアルキレン、Ｃ1～Ｃ32アルコキシ、Ｃ1～Ｃ32置換アルコキシ、Ｃ1

～Ｃ32アルキレンアミノ、Ｃ1～Ｃ32置換アルキレンアミノ、開環エポキシド、及び開環
グリシジルからなる群から選択される二価基を含み、ただし、Ｒ6が繰り返しアルキレン
オキシド部分を含まない場合、Ｒ6が、Ｐ、Ｎ、及びＯからなる群から選択されるヘテロ
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原子を更に含んでよく、
　Ｒ9は、Ｈ、Ｃ1～Ｃ32アルキル、Ｃ1～Ｃ32置換アルキル、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32ア
リール、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32置換アリール、Ｃ6～Ｃ32アルキルアリール、及びＣ6～
Ｃ32置換アルキルアリール同一又は異なる基を含み、及び
　ｕは３～３２から独立して選択される整数である。
【００１９】
　オルガノポリシロキサンポリマー中の少なくとも１つのＥ又はＥ’基は３以上の炭素原
子を有する基である限りは１つ以上のＥ又はＥ’基はエチレン基であってよく、
【００２０】
　各Ｒ4は異なる基であってよく、いくつかの実施形態では、少なくとも１つのＲ4はメチ
ル基であってよい。一実施形態では、Ｒ4はメチル基又は水素である。
【００２１】
　ｐは２～１００から独立して選択される整数であり、
　ｎは、１又は２から独立して選択される整数であり、
　少なくとも１つのＧ1、Ｇ2、又はＧ3が正に荷電されるとき、Ａ-tは好適な電荷均衡ア
ニオン（１つ又は複数）であり、電荷均衡アニオン（１つ又は複数）の全電荷であるｋは
、Ｇ1、Ｇ2又はＧ3部分の正味電荷と大きさが等しくかつ符号が反対であり、
　ｔは１、２、又は３から独立して選択される整数であり、ｋ≦；ｐ*（２／ｔ）＋１で
あり、
　オルガノポリシロキサン分子中のカチオン電荷の総数がアニオン電荷の総数と釣り合う
。Ａ-tは、Ｃｌ-、Ｂｒ-、Ｉ-、硫酸メチル、トルエンスルホナート、カルボキシレート
、ホスフェート、水酸化物、アセテート、ホルメート、カーボネート、ニトレート、及び
これらの組み合わせからなる群から選択され得るものであり、あるいはＣｌ-、Ｂｒ-、Ｉ
-、硫酸メチル、トルエンスルホナート、カルボキシレート、ホスフェート、及びこれら
の組み合わせからなる群から選択され得るものである。
【００２２】
　オルガノポリシロキサンは、０．０４ｍｅｑ／ｇ～１２ｍｅｑ／ｇ、又は０．０４ｍｅ
ｑ／ｇ～４ｍｅｑ／ｇ、又は１ｍｅｑ／ｇ～１２ｍｅｑ／ｇの電荷密度を有してよい。一
部の実施態様では、ｗは２～５０の整数であり、他ではｗは２である。特定の実施形態で
は、ｘは１０～４，０００、又は４０～２，０００の整数である。一部の実施態様では、
ｗは２であり、ｘは２０～１，０００の整数であり、ｙ及びｚは０である。
【００２３】
　一実施形態では、Ｇ1、Ｇ2及びＧ3は同一であり、別の実施形態では、Ｇ1及びＧ2は同
一で、一方Ｇ3が異なっており、別の実施形態では、Ｇ1、Ｇ2、及びＧ3のそれぞれが異な
っている。少なくとも１つのＧ1、Ｇ2又はＧ3に関し、ｍは独立して、２～５０、又は２
～２５、又は２～１０から選択される整数であってよい。または、少なくとも１つのＧ1

、Ｇ2又はＧ3に関し、ｋは独立して、０～１０１、又は２～５０から選択される整数であ
ってよい。少なくとも一実施形態では、ｙ＝ｚ＝０である。一部の実施態様では、分子中
に存在するアミンの５０％～１００％は四級化され、又は７０％～１００％、又は９０％
～１００％は四級化されてよい。
【００２４】
　当業者は、本発明のブロック状オルガノポリシロキサンは、多くの異なる実施形態を包
含することを認識するであろう。この目的のために、ｙ及びｚがゼロに等しいとき、本発
明のブロック状オルガノポリシロキサンは次式からなる群から独立して選択され：
　ＭwＤx

　式中、
　Ｍ＝［ＳｉＲ1Ｒ2Ｒ3Ｏ1/2］、［ＳｉＲ1Ｒ2Ｇ1Ｏ1/2］、［ＳｉＲ1Ｇ1Ｇ2Ｏ1/2］、［
ＳｉＧ1Ｇ2Ｇ3Ｏ1/2］、又はこれらの組み合わせであり、
　Ｄ＝［ＳｉＲ1Ｒ2Ｏ2/2］であり、
　ｗ＝１～２の整数であり、



(13) JP 6100899 B2 2017.3.22

10

20

30

40

50

　ｘ＝５～１５，０００の整数であり、
　Ｒ1、Ｒ2及びＲ3は、Ｈ、ＯＨ、Ｃ1～Ｃ32アルキル、Ｃ1～Ｃ32置換アルキル、Ｃ5～Ｃ

32又はＣ6～Ｃ32アリール、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32置換アリール、Ｃ6～Ｃ32アルキルア
リール、Ｃ6～Ｃ32置換アルキルアリール、Ｃ1～Ｃ32アルコキシ、Ｃ1～Ｃ32置換アルコ
キシ、Ｃ1～Ｃ32アルキルアミノ、及びＣ1～Ｃ32置換アルキルアミノからなる群からそれ
ぞれ独立して選択され、
　少なくとも１つのＭ又はＤは、少なくとも１つのＧ1、Ｇ2又はＧ3部分を包含し、及び
Ｇ1、Ｇ2、及びＧ3は、それぞれ互いに独立して、
【００２５】
【化３】

　から選択され、
　式中、
　Ｘは、Ｃ1～Ｃ32アルキレン、Ｃ1～Ｃ32置換アルキレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32アリ
ーレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32置換アリーレン、Ｃ6～Ｃ32アリールアルキレン、Ｃ6～
Ｃ32置換アリールアルキレン、Ｃ1～Ｃ32アルコキシ、Ｃ1～Ｃ32置換アルコキシ、Ｃ1～
Ｃ32アルキレンアミノ、Ｃ1～Ｃ32置換アルキレンアミノ、開環エポキシド及び開環グリ
シジルからなる群から選択される２価基を含み、但し、反復アルキレンオキシド部分を含
まない場合、Ｘは、Ｐ、Ｎ、及びＯからなる群から選択されるへテロ原子を更に含んでも
よく、あるいは、各Ｘは、Ｃ1～Ｃ32アルキレン、Ｃ1～Ｃ32置換アルキレン、Ｃ5～Ｃ32

又はＣ6～Ｃ32アリーレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32置換アリーレン、Ｃ6～Ｃ32アリール
アルキレン、及びＣ6～Ｃ32置換アリールアルキレンからなる群から独立して選択される
二価基であってよく、
　Ｒ4は、Ｈ、Ｃ1～Ｃ32アルキル、Ｃ1～Ｃ32置換アルキル、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32ア
リール、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32置換アリール、Ｃ6～Ｃ32アルキルアリール、及びＣ6～
Ｃ32置換アルキルアリールからなる群から選択される同一の又は異なる一価基を含み、
　Ｅは、Ｃ1～Ｃ32アルキレン又はＣ3～Ｃ32アルキレン、Ｃ1～Ｃ32置換アルキレン又は
Ｃ3～Ｃ32置換アルキレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32アリーレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ3

2置換アリーレン、Ｃ6～Ｃ32アリールアルキレン、Ｃ6～Ｃ32置換アリールアルキレン、
Ｃ1～Ｃ32アルコキシ又はＣ3～Ｃ32アルコキシ、Ｃ1～Ｃ32置換アルコキシ又はＣ3～Ｃ32

置換アルコキシ、Ｃ1～Ｃ32アルキレンアミノ又はＣ3～Ｃ32アルキレンアミノ、Ｃ1～Ｃ3

2置換アルキレンアミノ又はＣ3～Ｃ32置換アルキレンアミノ、開環エポキシド及び開環グ
リシジルからなる群から選択される二価基であり、但し、Ｅが反復アルキレンオキシド部
分を含まない場合、Ｅは、Ｐ、Ｎ、及びＯからなる群から選択されるへテロ原子を更に含
んでもよく、
　Ｅ’は、Ｃ1～Ｃ32アルキレン又はＣ3～Ｃ32アルキレン、Ｃ1～Ｃ32置換アルキレン又
はＣ3～Ｃ32置換アルキレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32アリーレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～
Ｃ32置換アリーレン、Ｃ6～Ｃ32アリールアルキレン、Ｃ6～Ｃ32置換アリールアルキレン
、Ｃ1～Ｃ32アルコキシ又はＣ3～Ｃ32アルコキシ、Ｃ1～Ｃ32置換アルコキシ又はＣ3～Ｃ

32置換アルコキシ、Ｃ1～Ｃ32アルキレンアミノ又はＣ3～Ｃ32アルキレンアミノ、Ｃ1～
Ｃ32置換アルキレンアミノ又はＣ3～Ｃ32置換アルキレンアミノ、開環エポキシド及び開
環グリシジルからなる群から選択される二価基を含み、但し、Ｅ’が反復アルキレンオキ
シド部分を含まない場合、Ｅ’は、Ｐ、Ｎ、及びＯからなる群から選択されるへテロ原子
を更に含んでもよく、
【００２６】
　一実施形態では、エチレン部分であるＥ部分はない。Ｅ及びＥ’のそれぞれは、同一又
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は異なる基であってよい。一部の実施態様では、Ｅ及びＥ’は異なる基である。
【００２７】
　いくつかの実施形態では、少なくとも１つのＥ又はＥ’は、独立して、次の：
【００２８】
【化４】

　から選択され、式中、
　Ｒ6は、Ｃ1～Ｃ32アルキレン、Ｃ1～Ｃ32置換アルキレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32ア
リーレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32置換アリーレン、Ｃ6～Ｃ32アリールアルキレン、Ｃ6

～Ｃ32置換アリールアルキレン、Ｃ1～Ｃ32アルコキシ、Ｃ1～Ｃ32置換アルコキシ、Ｃ1
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～Ｃ32アルキレンアミノ、Ｃ1～Ｃ32置換アルキレンアミノ、開環エポキシド、及び開環
グリシジルからなる群から選択される二価基を含み、ただし、Ｒ6が繰り返しアルキレン
オキシド部分を含まない場合、Ｒ6が、Ｐ、Ｎ、及びＯからなる群から選択されるヘテロ
原子を更に含んでよく、
　Ｒ9は、Ｈ、Ｃ1～Ｃ32アルキル、Ｃ1～Ｃ32置換アルキル、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32ア
リール、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32置換アリール、Ｃ6～Ｃ32アルキルアリール、及びＣ6～
Ｃ32置換アルキルアリール同一又は異なる基を含み、及び
　ｕは３～３２から独立して選択される整数である。
【００２９】
　オルガノポリシロキサンポリマー中の少なくとも１つのＥ又はＥ’基は３以上の炭素原
子を有する基である限りは１つ以上のＥ又はＥ’基はエチレン基であってよく、
【００３０】
　各Ｒ4は異なる基であってよく、いくつかの実施形態では、少なくとも１つのＲ4はメチ
ル基であってよい。一実施形態では、Ｒ4はメチル基又は水素である。
【００３１】
　ｐは２～１００から独立して選択される整数であり、
　ｎは、１又は２から独立して選択される整数であり、
　少なくとも１つのＧ1、Ｇ2、又はＧ3が正に荷電されるとき、Ａ-tは好適な電荷均衡ア
ニオン（１つ又は複数）であり、電荷均衡アニオン（１つ又は複数）の全電荷であるｋは
、Ｇ1、Ｇ2又はＧ3部分の正味電荷と大きさが等しくかつ符号が反対であり、
　ｔは１、２、又は３から独立して選択される整数であり、ｋ≦；ｐ*（ｐ*２／ｔ）＋１
であり、
　オルガノポリシロキサン分子中のカチオン電荷の総数がアニオン電荷の総数と釣り合う
。Ａ-tは、Ｃｌ-、Ｂｒ-、Ｉ-、硫酸メチル、トルエンスルホナート、カルボキシレート
、ホスフェート、水酸化物、アセテート、ホルメート、カーボネート、ニトレート、及び
これらの組み合わせからなる群から選択され得るものであり、あるいはＣｌ-、Ｂｒ-、Ｉ
-、硫酸メチル、トルエンスルホナート、カルボキシレート、ホスフェート、及びこれら
の組み合わせからなる群から選択され得るものである。
【００３２】
　一実施形態では、Ｅ又はＥ’は、３個以上の炭素原子、又は４個以上の炭素原子、又は
５個以上の炭素原子、又は４～３２個の炭素原子を有する一級アルキル鎖である。理論に
よって制限されることなく、Ｅ又はＥ’がちょうど２個の炭素原子を有する一級アルキル
鎖である実施形態では、部分Ｇは、脱離反応の可能性に対して不安定であり得ると考えら
れる。これは、反応してアルケンを生成する非共有電子対によって、好ましくない脱離反
応が起こる可能性があるからである。
【００３３】
　別の実施形態では、部分Ｅ又はＥ’は、異なる長さの異なる基から独立して選択され、
鎖に沿って間隔及び電荷密度を制御できる。特定の用途では、密に配置されたこれらの電
荷を有することが望ましい場合があり、別の用途では、更に離れて配置されたこれらの電
荷を有することが望ましい場合がある。荷電部分Ｇは、オルガノポリシロキサンのシリコ
ーン部分から離れていてよく、より具体的には、シロキサン部分の末端部に配置されてよ
い。理論によって制限されることなく、終末シロキサン部分の末端部に配置される電荷を
「ブロック状」に維持することによって、処理された基材の表面からシロキサン部分を突
き出すことができ、その結果、処理された基材がより滑らかで柔らかい感触になると考え
られる。
【００３４】
　一実施形態では、本発明は、本発明の不織布を含むドライ式吸収性物品、又は本発明の
衛生用紙製品を提供する。吸収性物品は、タオル、ウェットティッシュ、表面クリーニン
グ用拭き取り用品、布地クリーニング用拭き取り用品、肌用クレンジング拭き取り用品、
化粧拭き取り用品、アプリケーター拭き取り用品、自動車クリーニング拭き取り用品、レ
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ンズクリーニング拭き取り用品、包装材、クリーニング拭き取り用品、掃除用拭き取り用
品、充填材、使い捨て衣類、使い捨て外科用又は医療用衣類、包帯、及び創傷被覆材から
なる群から選択される。
【００３５】
　別の実施形態では、本発明は、タオル、ウェットティッシュ、表面クリーニング用拭き
取り用品、布地クリーニング用拭き取り用品、肌用クレンジング拭き取り用品、化粧拭き
取り用品、アプリケーター拭き取り用品、自動車クリーニング拭き取り用品、レンズクリ
ーニング拭き取り用品、包装材、クリーニング拭き取り用品、掃除用拭き取り用品、充填
材、使い捨て衣類、使い捨て外科用又は医療用衣類、包帯、及び創傷被覆材本発明の不織
布又はからなる群から選択される衛生紙製品を含む、予め湿潤させた物品を提供する。
【００３６】
　吸収性物品は、乳幼児用おむつ、トレーニングパンツ、成人用失禁予防物品、生理用品
、ベッドパッド、尿とりパッド、吸収性包帯、及び創傷被覆材からなる群から選択される
使い捨て吸収性物品であり得る。一実施形態では、使い捨て吸収性物品はトップシートを
含み、前記トップシートは本発明の不織布を含む。使い捨て吸収性物品は、本発明の不織
布を含むバックシートも含み得る。更に、使い捨て吸収性物品はバリアカフを含んでよく
、このバリアカフは本発明の不織布を含む。
【００３７】
　いくつかの実施形態では、不織布は、前記不織布が乾燥された後に１平方メートル当た
り１グラム（ｇｓｍ）、又は０．０１～２０ｇｓｍ、又は０．０１～１０ｇｓｍ、又は０
．０１～５ｇｓｍのオルガノポリシロキサンを含む。
【００３８】
　不織布又は衛生紙製品の製造方法では、オルガノポリシロキサンは、不織布に適用する
より前に担体に配合され得る。担体は、一態様では、水、エタノール、及び／又はイソプ
ロパノールを含み得る。あるいは、担体は有機溶媒であり得る。特定の実施形態では、担
体は揮発性担体である。いくつかの実施形態では、担体は水を含み、オルガノポリシロキ
サンは不織布又は衛生紙製品に適用するより前に水により乳化される。
【００３９】
　別の態様では、本発明は、前記表面を本発明の１つ以上の実施形態の不織布若しくは衛
生紙製品、又はこのような不織布若しくは衛生紙製品を含む吸収性物品と接触させること
を含む、表面を処理する方法を提供する。
【００４０】
　本発明の種々の実施形態の特性及び利点は、本発明の幅広い表現を与えるよう意図され
る特定の実施形態の例を含む以下の記述から明らかになる。種々の修正は、本発明の本記
述及び実践から当業者には明らかである。範囲が開示の特定の形態に制限されるよう意図
されず、本発明は、「特許請求の範囲」によって定義される本発明の趣旨及び範囲に収ま
るすべての修正、等価物、及び代替物を網羅する。
【００４１】
　Ｉ．用語の定義
　本明細書で使用するとき、用語「柔軟」は、審美的に望ましい柔軟な触感を指す。
【００４２】
　本明細書で使用するとき、「繊維」「フィラメント」は、見掛け上の長さが見掛け上の
直径を大きく上回っている、すなわち、長さと直径との比が少なくとも１０である細長い
微粒子を意味する。非円形の断面を有する繊維が一般的であり、この場合の「直径」は、
繊維の断面積に相当する断面積を有する円の直径であると見なすことができる。より具体
的には、本明細書で使用するとき、「繊維」は、繊維構造体を製造する繊維を指す。本発
明は、例えば、天然繊維（木部繊維を含む）、又は天然ポリマー及び／若しくは合成ポリ
マーから形成された合成繊維、又は任意のその他の好適な繊維、及びこれらの任意の組み
合わせなどの、繊維構造体を形成する多様な繊維の使用を想到する。
【００４３】
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　本明細書で使用するとき、「繊維構造体」は、１つ以上の繊維を含む構造（ウェブ）を
意味する。繊維構造体の製造プロセスの非限定例は、既知の湿式抄紙繊維構造体製造プロ
セス、エアレイド繊維構造体製造プロセス、メルトブローン繊維構造体製造プロセス、混
紡（co-forming）繊維構造体製造プロセス、及びスパンボンド繊維構造体製造プロセスが
挙げられる。通常、このようなプロセスは、しばしば湿式抄紙プロセスにおいて湿式又は
乾式のいずれかの繊維スラリーとして呼ばれる繊維組成物を製造する工程、次に複数の繊
維をフォーミングワイヤ又はベルト上に堆積させて、初期繊維構造体を形成する工程、繊
維を一緒に乾燥及び／又は結合させて繊維構造を形成する工程、並びに／あるいは更に繊
維構造体を加工して、最終的な繊維構造を形成する工程を包含する。繊維構造体は、通風
乾燥させた（through-air-dried）繊維構造体及び／又は従来の乾燥繊維構造体であり得
る。繊維構造はクレープ加工されていても、されていなくてもよい。繊維構造体は、異な
る密度領域を示してもよく、あるいは密度が実質的に均一であってもよい。繊維構造体は
、パターン状に緻密化された従来のフェルト圧縮されたもの及び／又は嵩高い未圧縮のも
のであり得る。繊維構造体は均質の、又は多層化された構造体であってよい。
【００４４】
　繊維構造体の形成後及び／又は同時に、繊維構造体に、型押し、カレンダー仕上げ、セ
ルフィング、印刷、折りたたみ、柔軟化、リングローリング、添加剤（ラテックス、ロー
ション及び柔軟剤など）の添加、１つ以上その他の繊維構造体パイルとの組み合わせ、並
びに同様の操作などの物理的な変形操作を施し、衛生ティッシュ製品を形成する及び／又
はこれに組み込まれる最終的な繊維構造を製造することができる。
【００４５】
　本明細書で使用するとき、「衛生ティッシュ製品」は、排尿後及び／又は排便後のクリ
ーニング（トイレットペーパー）用、耳鼻咽喉からの排泄用（顔用ティッシュ）及び／又
は汎用性吸収体及びクリーニング用途（ペーパータオル及び／又は拭き取り用具などの吸
収性タオル）用の拭き取り用具を意味する。本発明の衛生ティッシュ製品は、１つ以上の
繊維構造体及び／又は仕上げ処理のされた繊維構造体を含み得る。本発明の衛生ティッシ
ュ製品は、ロール、別個のシート、つながっているものの切り取り線のあるシート、折り
たたまれた形態又は更には折りたたまれていない形態などの任意の形態であってよい。
【００４６】
　「拭き取り用品」は、処理する表面と接触させて使用される任意の基材系製品を指す。
拭き取り用品は洗浄液を含浸されていても、又は含浸されていなくてもよい。拭き取り用
品は表面を清潔にするために、あるいは表面を処理するために使用することができる。表
面は皮膚などの生理学的な表面であってもよく、あるいは家庭表面などの非生理学的な表
面であってもよい。
【００４７】
　用語「繊維」及び「フィラメント」は、互換的に使用される。
【００４８】
　用語「不織布（nonwoven）」、「不織布（nonwoven fabric）」、「繊維構造体」及び
「不織布ウェブ」は互換的に使用される。
【００４９】
　用語「複数の繊維」は、繊維又はフィラメント並びに不織布を指す。
【００５０】
　本明細書で使用するとき、「電荷密度」という用語は、ポリマーが構成されるモノマー
単位における正の電荷数と上記モノマー単位の分子量の比を指す。ポリマー分子量により
乗じた電荷密度は、所与のポリマー鎖における正に荷電した部位の数を決定する。これは
次のように表すこともできる。
【００５１】
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【数１】

【００５２】
　本明細書で使用する場合、用語「吸収性物品」は、身体排泄物を吸収し収容する装置を
指し、より具体的には、着用者の身体に当てて又は着用者の身体に近接して配置されて、
身体から排泄された様々な排泄物を吸収し収容する装置を指す。このような装置としては
、おむつ、トレーニングパンツ、成人用失禁予防物品、生理用ナプキン、及びパンティラ
イナーが挙げられるがこれらに限定されない。
【００５３】
　本明細書で用いられるとき、用語「おむつ」は、着用者の胴下部周囲で着用される、一
般的に乳幼児及び尿失禁者が着用する吸収性物品を指す。換言すれば、用語「おむつ」は
、乳幼児用おむつ、トレーニングパンツ、成人失禁用品などを含む。
【００５４】
　本明細書で使用するとき、用語「使い捨て」は、洗濯する、あるいは吸収性物品として
復元するか再利用されることを一般に意図しない吸収性物品（すなわち、一回の使用後に
廃棄する、好ましくはリサイクルする、堆肥化する、あるいは環境に適合する方法で処理
することを意図する吸収性物品）を指す。
【００５５】
　本明細書で使用するとき、用語「揮発性」は、２５℃で測定したときに、１．３×１０
-5キロパスカル～１３．３キロパスカル（０．０００１ｔｏｒｒ～１００ｔｏｒｒ）の蒸
気圧（ＶＰ）を有する物質を意味する。
【００５６】
　本明細書で使用するとき、「消費者製品」は、販売される形態で使用又は消費されるこ
とが通常意図される、ベビーケア、パーソナルケア、布地及びホームケア、ファミリーケ
ア（例えば、フェイシャルティッシュ、ペーパータオル）、女性ケア、ヘルスケア、ビュ
ーティケアなどの製品を意味する。このような製品としては、おむつ、よだれかけ、拭き
取り用品；脱色、着色、染色、コンディショニング、シャンプー、スタイリングを含む毛
髪（ヒト、イヌ、及び／又はネコ）の処理に関連する製品及び／又は方法；防臭剤及び制
汗剤；パーソナルクレンジング；化粧品；上質な芳香剤を含む消費者使用のためのクリー
ム、ローション、及び他の局所塗布製品の塗布を含むスキンケア；並びにシェービング製
品、エアフレッシュナー及び芳香送達系を含む空気ケア、車ケア、食器洗浄、布地コンデ
ィショニング（柔軟化及び／又はフレッシュニングを含む）、洗濯洗浄、洗濯及びすすぎ
添加剤並びに／又はケア、床及び便器洗浄剤を含む硬質表面洗浄及び／又は処理、並びに
消費者用又は業務用の他の洗浄などの、布地及びホームケア範囲内の布地、硬質表面、及
び任意のその他の表面処理に関する製品及び／又は方法；トイレットペーパー、フェイシ
ャルティッシュ、紙ハンカチ、及び／又は紙タオルに関連する製品及び／又は方法；タン
ポン、女性用ナプキン；練り歯磨き、歯用ジェル、歯用リンス、義歯接着剤、歯ホワイト
ニングを含む口腔ケアに関連する製品及び／又は方法が挙げられるが、これらに限定され
ない。
【００５７】
　本明細書で使用するとき、用語「洗浄及び／又は処理組成物」は、特に断りのない限り
、パーソナルケア、布地ケア、及びホームケア製品を含む消費者製品の部分集合である。
このような製品としては、脱色、着色、染色、コンディショニング、シャンプー、スタイ
リングを含む毛髪（ヒト、イヌ、及び／又はネコ）を処理するための製品；防臭剤及び制
汗剤；パーソナルクレンジング；化粧品；上質な芳香剤を含む消費者使用のためのクリー
ム、ローション、及び他の局所塗布製品の塗布を含むスキンケア；並びにシェービング製
品、エアフレッシュナー及び芳香送達系を含む空気ケア、車ケア、食器洗浄、布地コンデ
ィショニング（柔軟化及び／又はフレッシュニングを含む）、洗濯洗浄、洗濯及びすすぎ
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添加剤並びに／又はケア、床及び便器洗浄剤を含む硬質表面洗浄及び／又は処理、顆粒又
は粉末状の多目的すなわち「重質」洗浄剤、特に洗浄洗剤を含む、布地及びホームケア領
域内の布地、硬質表面、及び任意の他の表面を処理するための製品；液体、ゲル又はペー
スト状の多目的洗浄剤、特にいわゆる重質液体型；液体高級衣類用洗剤；手洗い食器洗浄
剤又は軽質食器洗浄剤、特に泡立ちのよいもの；家庭又は業務用の各種の錠剤、顆粒、液
体、及びすすぎ補助剤型を含む食器洗い機用洗剤；抗菌手洗い用型を含む液体洗浄及び殺
菌剤、手洗い石鹸、マウスウォッシュ、義歯洗浄剤、歯磨剤、車又はカーペット用シャン
プー、便器洗浄剤を含む浴室洗浄剤；ヘアシャンプー及びヘアリンス；シャワーゲル、上
質な芳香剤、及び発泡入浴剤、並びに金属洗浄剤；並びに漂白添加剤、及び「染み用ステ
ィック」又は前処理用型などの洗浄助剤、乾燥機添加シートなどの基材を有する製品、乾
燥及び湿潤型拭取り用品並びにパッド、不織布基材、及びスポンジ；並びにすべて消費者
及び／又は業務用のスプレー剤、及びミスト剤；並びに／又は練り歯磨き、歯用ジェル、
歯用リンス、義歯接着剤、歯ホワイトニングを含む口腔ケアに関連する方法が挙げられる
が、これらに限定されない。家庭用艶出し剤、並びに床及びカウンター用洗浄剤中でケア
剤を有利に用いて、光沢改善などの効果をもたらすことができる。布地柔軟剤中のケア剤
は、柔軟化特性によって「新しさ」の維持に役立つことができ、弾性を有するものは、し
わを伸ばすのに役立つことができる。ケア剤はまた、靴洗浄及び艶出し製品を強化するこ
ともできる。
【００５８】
　本明細書で使用するとき、用語「パーソナルケア洗浄及び／又は処理組成物」は、特に
断りのない限り、脱色、着色、染色、コンディショニング、シャンプー、スタイリングを
含む毛髪を処理するための製品；防臭剤及び制汗剤；パーソナルクレンジング；化粧品；
上質な芳香剤を含む消費者使用のためのクリーム、ローション、及び他の局所塗布製品の
塗布を含むスキンケア；並びにシェービング製品；抗菌手洗い用型を含む液体洗浄及び殺
菌剤、手洗い石鹸、マウスウォッシュ、義歯洗浄剤、歯磨剤；ヘアシャンプー及びヘアリ
ンス；シャワーゲル、上質な芳香剤、及び発泡入浴剤；乾燥及び湿潤型拭取り用品及びパ
ッド、不織布基材、並びにスポンジなどの基材を有する製品；並びにすべて消費者及び／
又は業務用のスプレー剤、及びミスト剤；並びに／又は練り歯磨き、歯用ジェル、歯用リ
ンス、義歯接着剤、歯ホワイトニングを含む口腔ケアに関連する方法を含む、洗浄及び処
理組成物の部分集合である。
【００５９】
　本明細書で使用するとき、「布地及び／若しくは硬質表面洗浄及び／又は処理組成物」
という用語は、特に指示のない限り、顆粒又は粉末状の多目的すなわち「強力」洗浄剤、
特に洗浄洗剤；液体、ゲル又はペースト状の多目的洗浄剤、特にいわゆる強力液体型；液
体高級衣類用洗剤；手洗い食器洗浄剤又は軽質食器洗浄剤、特に泡立ちのよいもの；家庭
用及び業務用の各種の錠剤、顆粒、液体、及びすすぎ補助剤型を含む食器洗い機用洗剤；
抗菌手洗い用型を含む液体洗浄殺菌剤、手洗い石鹸、車又はカーペット用シャンプー、便
器洗浄剤を含む浴室洗浄剤；並びに金属洗浄剤、液体、固体、及び／又は乾燥機用シート
形態であり得る柔軟化及び／又はフレッシュニングを含む布地コンディショニング製品；
これらに加えて漂白添加剤、及び「染み用スティック」又は前処理用型などの洗浄助剤、
乾燥機添加シートなどの基材を有する製品、乾燥及び湿潤型拭取り用品並びにパッド、不
織布基材、及びスポンジ；並びにスプレー剤、及びミスト剤が挙げられる洗浄及び処理組
成物の部分集合である。適用可能であるこのような製品のすべては、標準形態若しくは濃
縮形態であり得る、又は特定の態様は、このような製品は、更には非水性であり得る程度
に高濃縮された形態であり得る。
【００６０】
　本明細書で使用するとき、「ａ」及び「ａｎ」のような冠詞は、１つ以上の請求又は記
載されるものを意味するものと理解される。
【００６１】
　本明細書で使用するとき、用語「含む（include）」、「含有する（contain）」及び「
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有する（have）」は、非限定的であり、説明又は請求項中に明示的に特定されるもの以外
の他の構成成分又は特徴を除外しない。
【００６２】
　本明細書で使用するとき、用語「トリートメント剤」、「有益剤」、「活性物質」、「
活性剤」、及び／又は「ケア剤」などは、互換的に使用され、所望の審美的及び／又は機
能的特性（例えば、柔軟化又はフレッシュニングなどのコンディショニング効果）を基材
に付与することができる材料を意味する。例えば、本発明のオルガノポリシロキサンポリ
マーは、担体にコンディショニング効果を付与するためのコンディショニング剤として使
用され得る。
【００６３】
　本明細書で使用するとき、用語「コンディショニング剤」及び「コンディショニング助
剤」は、互換的に使用され、所望のコンディショニング効果（例えば、柔軟化又はフレッ
シュニングなどの効果）を基材に送達する材料を指す。コンディショニング剤は、トリー
トメント剤の一種である。
【００６４】
　本明細書で使用するとき、用語「コンディショニングポリマー」は、所望のコンディシ
ョニング効果（例えば、柔軟化又はフレッシュニング）を基材に送達するポリマーを意味
する。
【００６５】
　本明細書で使用するとき、用語「部位」及び「表面」は互換的に使用される。表面の非
限定例には、本発明の製品により処理される表面が含まれる。
【００６６】
　本明細書で使用するとき、「補助剤」は、組成物の審美的及び／又は機能的特性を補完
するために組成物に添加できる任意の材料を意味する。
【００６７】
　本明細書で使用するとき、「副組成物」は、本発明の有益剤エマルションと混合される
と、消費者製品組成物を形成する１つ以上の組成物を指す。副組成物は、１つ以上の成分
又は成分の組み合わせの形態であってよい。
【００６８】
　本明細書で使用するとき、「キャリア」は、有益剤（例えば、コンディショニングポリ
マー）と組み合わせて有益剤の送達及び／又は利用を促進できる、固体又は流体を含むが
これらに限定されない、任意の材料を意味する。
【００６９】
　本明細書で使用するとき、用語「固体」は、顆粒、粉末、塊、及び錠剤の製品形態を含
む。
【００７０】
　本明細書で使用するとき、用語「流体」は、１回用量形態などの液体、ゲル、ペースト
及び気体の製品形態を含み、パウチ又はその他送達用賦形剤に封入された流体組成物を一
般に含む。
【００７１】
　本明細書で使用するとき、用語「粒子」は、固体及び半固体粒子、並びにエマルション
液滴を含む。
【００７２】
　特に断りのない限り、本明細書中のすべての百分率及び比率は重量を基準とする。
【００７３】
　すべての百分率及び比率は、別途記載のない限り組成物全体の重量を基準にして計算さ
れる。
【００７４】
　特に指定のない限り、すべての分子量はダルトンで表される。
【００７５】
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　特に断りのない限り、すべての分子量は、当業者に既知であるように、ＭＡＬＳ検出器
（ＳＥＣ－ＭＡＬＳ）を用いるサイズ排除クロマトグラフィーによって決定される重量平
均分子量である。ＭＡＬＳ検出器（Ｍａｌｖｅｒｎ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ　Ｌｔｄ．
（Ｍａｌｖｅｒｎ，ＵＫ）製のものなどの多角度光散乱検出器）は、相対分子量（すなわ
ち、標準に対して決定される）ではなく絶対分子量を決定する。
【００７６】
　特記しない限り、すべての構成要素（すなわち、成分）又は組成物の濃度は、当該構成
要素又は組成物の活性部分に関するものあり、このような構成要素又は組成物の市販の供
給源に存在し得る不純物、例えば残留溶媒又は副生成物は除外される。
【００７７】
　本明細書で使用するとき、用語「炭化水素ポリマー基」は、炭素及び水素のみを含むポ
リマー性基を示す。
【００７８】
　本明細書で使用するとき、「エチレン部分」は、二価のＣＨ2ＣＨ2部分を意味する。
【００７９】
　本明細書で使用するとき、用語「シロキシル残基」は、ポリジアルキルシロキサン部分
を意味する。
【００８０】
　本明細書で使用するとき、用語ＳｉＯn/2は、酸素原子とケイ素原子との比を表す。例
えば、ＳｉＯ１／２は、平均して、１つの酸素原子が２つのケイ素原子間で共有されてい
ることを意味する。同様に、ＳｉＯ２／２は、平均して、つの酸素原子が２つのケイ素原
子間で共有されていることを意味し、ＳｉＯ３／２は、平均して、３つの酸素原子が２つ
のケイ素原子間で共有されることを意味する。
【００８１】
　本明細書で使用するとき、用語「実質的にない」、「～を実質的に含まない」及び／又
は「実質的に含まない」は、示された材料が必要最低限であり、組成物の一部を形成する
ために意図的に組成物に添加されず、又は、好ましくは、分析的に検出可能な濃度で存在
しないことを意味する。これは、指示される物質が、意図的に含まれる他の物質のうちの
１つ中の不純物としてのみ存在する組成物を含むことを意味する。
【００８２】
　本明細書の全体を通じて与えられるすべての最大の数値限定は、それよりも小さい数値
限定を、そうしたより小さい数値限定があたかも本明細書に明確に記載されているものと
同様にして包含するものと理解すべきである。本明細書全体を通して記載される全ての最
小数値限定は、このようなより高い数値限定が本明細書に明示的に記載されているかのよ
うに、全てのより高い数値限定を含む。本明細書全体を通して記載される全ての数値範囲
は、このようなより狭い数値範囲が全て本明細書に明示的に記載されているかのように、
このようなより広い数値範囲内の全てのより狭い数値範囲を含む。
【００８３】
　ＩＩ．不織布
　不織布は、繊維を指向的に又は無秩序に配向させて製造されたシート、ウェブ、又はバ
ットであり、摩擦、及び／又は凝集、及び／又は接着により結合され、一般的に、セルロ
ース繊維の凝集及び／又は接着から形成される紙製品を含む。繊維は天然由来のものでも
よく、又は人工的な由来のものでもよい。これらは短繊維、又は連続したフィラメントで
あってもよく、又はその場で形成されてもよい。
【００８４】
　不織布は、メルトブローン、スパンボンド、カード、エアレイ、湿式レイ、混紡、及び
同様のプロセスなどの多くのプロセスにより形成することができる。不織布繊維の坪量は
、通常、一平方メートル当たりのグラム（ｇｓｍ）で表される。市販の繊維は、０．００
１ｍｍ未満から０．２ｍｍを超える範囲の直径を有し、いくつかの異なる形態、短繊維（
ステープル繊維又は細断繊維として知られる）、連続単繊維（フィラメント又はモノフィ
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ラメント）、連続フィラメントの撚っていない束（トウ）、及び連続フィラメントの撚り
束（編み糸）、によって提供される。繊維は、それらの由来、化学構造、又はこれらの両
方をもとに分類される。これらは、ロープ及びコードに編まれ、フェルトに製造され（不
織布とも呼ばれる）、織布に織られ又は編まれ、あるいは高強度繊維の場合、複合材料（
すなわち製造物は２つ以上の異なる材料から構成される）の補強材として使用され得る。
【００８５】
　不織布は、天然に製造された繊維（天然繊維）、人工的に製造された繊維（合成又は人
工繊維）、又はこれらの組み合わせを含み得る。天然繊維の例としては、セルロース繊維
、木部繊維、羊毛、絹、毛皮、及び毛髪などの動物性繊維、セルロース、木綿、亜麻、亜
麻布、及び大麻などの植物性繊維、並びに特定の天然に生じる鉱物繊維が挙げられるがこ
れらに限定されない。合成ポリマーは、天然繊維に由来し得る。天然繊維に由来する合成
繊維の例としては、いずれも天然の多糖繊維であるセルロースに由来するレーヨン及びリ
オセルが挙げられるがこれらに限定されない。天然繊維に由来しない合成繊維は、その他
の天然資源又は鉱物資源に由来し得る。天然資源に由来しない合成繊維例としては、デン
プンなどの多糖類が挙げられるがこれらに限定されない。鉱物資源に由来する繊維の例と
しては、石油由来のポリプロピレン、ポリエチレン繊維、及びポリエステルなどのポリオ
レフィン繊維、並びにガラス及び石綿などの珪酸塩繊維が挙げられるがこれらに限定され
ない。
【００８６】
　本発明の繊維構造体には、繊維に加えて、永久湿潤強度及び／又は一時湿潤強度樹脂、
乾燥強度樹脂、湿潤剤、糸くず抑制剤、吸収向上剤、固定剤（特に皮膚軟化ローション組
成物と組み合わせて）、有機酸を含む抗ウイルス剤、抗菌剤、ポリオールポリエステル、
抗移動剤、ポリヒドロキシ可塑剤、柔軟剤、ローション、及びこれらの混合物からなる群
から選択される任意選択的な添加剤を含ませ得る。
【００８７】
　このような任意選択的な添加剤を、繊維製品、初期繊維ウェブ及び／又は繊維構造体に
加えることができる。このような任意選択的な添加剤は、繊維構造体の乾燥重量に基づき
任意の割合で繊維構造体に存在させることができる。任意選択的な添加剤は、繊維構造体
中に、乾燥繊維構造体基準で０．００１～５０重量％、及び／又は０．００１～２０重量
％、及び／又は０．０１～５重量％、及び／又は０．０３～３重量％、及び／又は０．１
～１．０重量％の割合で存在させることもできる。
【００８８】
　不織布構造を製造するプロセス
　本発明の繊維構造体は、当該技術分野において既知の任意の好適なプロセスにより製造
され得る。
【００８９】
　不織布ウェブは、直接押出成形プロセスによって形成でき、そのプロセス中に、繊維及
びウェブは、ほぼ同時点で形成されるか、又は事前に形成された繊維によって形成されて
、明らかに後の時点でウェブにすることができる。直接押出成形プロセスの例としては、
典型的には層を形成する、スパンボンド法、メルトブローン法、溶媒紡糸、電界紡糸、及
びこれらの組み合わせが挙げられるがこれらに限定されない。
【００９０】
　本明細書で使用するとき、用語「スパンボンド繊維」は、押出溶融された熱可塑性材料
により、複数の微細な、通常は円形毛管の紡糸口金から、フィラメントとして形成される
小径繊維を指す。スパンボンド繊維は、収集面に堆積するときに急冷され、通常は粘着性
はない。スパンボンド繊維は、概ね連続している。
【００９１】
　本明細書で使用するとき、用語「メルトブローン繊維」は、溶融熱可塑性材料を減弱さ
せてフィラメントの直径を減少させる高速収束気流（例えば、空気）中に、複数の微細な
、通常は円形毛管型の紡糸口金を介し、溶融熱可塑性材料を溶融糸又はフィラメントとし
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て押し出すことにより形成される繊維を意味する。その後、メルトブローン繊維は、高速
ガス流によって担送され、収集面上に堆積し無作為に分散された（disbursed）メルトブ
ローン繊維のウェブを形成する。
【００９２】
　「レイ」プロセスの例としては、湿式レイ及び乾式レイが挙げられる。乾式レイプロセ
スの例としては、典型的には層を形成する、エアレイ、カーディング、及びこれらの組み
合わせが挙げられるがこれらに限定されない。上記のプロセスの組合せは、一般にハイブ
リッド又は複合材料と呼ばれる不織布をもたらす。組み合わせ例としては、典型的には層
において、スパンボンド－メルトブローン－スパンボンド（ＳＭＳ）、スパンボンド－カ
ーディング（ＳＣ）、スパンボンド－エアレイド（ＳＡ）、メルトブローン－エアレイド
（ＭＡ）、及びこれらの組み合わせが挙げられるがこれらに限定されない。直接押出成形
を含む組み合わせは、直接押出成形プロセスとほとんど同時に組み合わせることができ（
例えば、ＳＡ及びＭＡのスピンフォーム及びコフォーム）、又は連続的に組み合わせるこ
とができる。上記例では、１つ以上の各層は各プロセスにより作製され得る。例えば、Ｓ
ＭＳは、３層「ｓｍｓ」ウェブ、５層「ｓｓｍｍｓ」ウェブ、又はこれらの任意の妥当な
変形を意味し得るものであり、小文字は別個の層を意味し、大文字は、類似する隣接する
層の編成を意味する。不織布ウェブ中の繊維は、典型的には、重なり合う接合部のいくつ
かで、１つ以上の隣接繊維に接合している。これには、２層以上の層があるとき、各層内
での繊維の接合と層間の繊維の接合とが包含される。繊維は、機械的なもつれにより、化
学的接着により、又はこれらの組み合わせにより結合することができる。
【００９３】
　本発明の好ましい実施形態では、不織布は、ポリプロピレン（ＰＰ）及び／又はポリエ
チレン（ＰＥＴ）から製造される。他の実施形態では、不織布は、ＰＰ及びＰＥＴからな
るバイコンポーネント繊維である。
【００９４】
　コアラップ材料として使用する際、不織布は、好ましくはスパンボンド及びメルトブロ
ーン方法（ＳＭＭＳ）を組み合わせることにより製造され、坪量は、好ましくは７ｇｓｍ
～３０ｇｓｍ、より好ましくは８ｇｓｍ～２０ｇｓｍ、及び更により好ましくは８ｇｓｍ
～１５ｇｓｍである。貯蔵層においてトップシート材料として使用する際、不織布は、好
ましくはスパンボンド繊維を含む。トップシートの坪量は、好ましくは１０～３０ｇｓｍ
、より好ましくは１５ｇｓｍ～２０ｇｓｍである。別の実施形態では、トップシートは、
好ましくは、１０ｇｓｍ～２５ｇｓｍ、より好ましくは１５ｇｓｍ～２０ｇｓｍの坪量を
有するカード式不織布を含む。
【００９５】
　吸収性コア中の獲得材料として適用する際、不織布は好ましくはカーディングプロセス
により製造され、坪量は好ましくは２０～２００ｇｓｍ、より好ましくは４０～１００ｇ
ｓｍ、及び更により好ましくは６０ｇｓｍである。材料は、更に、例えば、樹脂又は空気
透過熱接着プロセスにより結合される。
【００９６】
　ＩＩＩ．不織布製品
　一態様では、本発明は、コーティングされた表面にやわらかな手触りを付与する本発明
のオルガノポリシロキサンポリマーコーティングを含む、不織布を提供する。天然又は合
成繊維から製造される不織布は、一般的に、拭き取り用品及び吸収性物品を含む消費者製
品の構成に使用される。別の態様では、本発明は、本発明のオルガノポリシロキサンポリ
マーコーティングを含む不織布を含む拭き取り用品及び／又は使い捨て吸収性物品を提供
する。
【００９７】
　以降の発明を実施するための形態は、主に、使い捨て吸収性物品に組み込まれる不織布
の文脈で記載されるものの、本発明は、タオル、拭き取り用品（例えば、自動車クリーニ
ング、レンズクリーニング、包装、クリーニング、及びダスト）、充填材、使い捨て衣類
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（例えば、下着）、使い捨て外科用又は医療用衣服（例えば、ガウン、ドレープ、靴用カ
バー、及びキャップ類）、吸収性包帯、創傷被覆材、及び同様物などの洗浄液を含浸され
た及び洗浄液を含浸されていない不織布、並びにトレーニングパンツ、成人用失禁予防物
品、生理用品（例えば、生理用ナプキン、生理用タンポン）、ベッドパッド、尿とりパッ
ド、及び同様物などの各種吸収性装置を含む多様な不織布製品においても実質的な有用性
を有することは理解されたい。したがって、当業者であれば、以降に記載の発明を実施す
るための形態により、その他の物品に容易に本発明を応用することができ、この全ては本
発明に包含されるものと考慮される。
【００９８】
　拭き取り用品
　湿式拭き取り用品、又は拭き取り用品又はウェットティッシュは、身体の一部又は硬質
表面を洗浄するために使用される一片の材料、一般的に不織布材料を指す用語である。例
えば、現在最も入手可能な拭き取り用品は、排便後の肛門周囲の領域を洗浄することが意
図されるものである。このような拭き取り用品は、乳幼児用拭き取り用品などの洗浄液を
含浸させた拭き取り用品、及び衛生用ティッシュなどの浄液を含浸させていない拭き取り
用品を含む。
【００９９】
　他の拭取り布は、顔又は他の身体部分の清拭に利用できる。拭き取り用品は、下水設備
によって容易に廃棄されるか、又はごみ箱に別個に廃棄されるのに十分な小型でありなが
ら、概して、便利な取扱いを可能にするのに十分な寸法である。拭き取り用品の材料は、
概して可撓性があり、潜在的にはそのクリーニング性能を高める構造化された表面を有す
る。材料は一般的に不織布材料であり、一般に天然又は合成化合物からなる。拭き取り用
品のテクスチャ及び材料は、拭き取り用品の性能に高い関連性がある。
【０１００】
　本発明の一実施形態において、不織布材料は、ポリオレフィン、ポリエステル、セルロ
ース、レーヨン、ポリアミド、ポリエステルアミド、ポリビニルアルコール、及びこれら
の組合せからなる群から選択される材料から製造された繊維を含む。本発明に使用可能な
基材は、例えばスパンレースプロセスであるがこれに限定されない任意の好適なプロセス
を通じて製造されてもよく、好ましくは、１平方メートル当たり４５グラム（ｇｓｍ）～
７５ｇｓｍ、より好ましくは、４５ｇｓｍ～６５ｇｓｍの乾燥坪量を有する。
【０１０１】
　本発明の別の態様では、不織布材料は、木部繊維、又は木部繊維と、ポリオレフィン、
ポリエステル、セルロース、レーヨン、ポリアミド、ポリエステルアミド、ポリビニルア
ルコール、及びこれらの組み合わせからなる群から選択される材料との組み合わせを含む
。
【０１０２】
　洗浄液を含浸させた拭き取り用品には、一般的に、拭き取り用品のクリーニング効果を
向上させるための、及び／又はなめらかな感触を提供するための液体又は半液体の組成物
が更に含浸されている。液体又は半液体組成物は、水性又は非水性であってよい。一般に
、本組成物は、拭き取り用品の構造全体に含浸するために十分低い粘度のものである。別
の場合には、本組成物は主に拭き取り布の表面に存在し、それより少ない程度で拭き取り
布の内部構造にも存在することができる。１つの任意的な実施形態において、本組成物は
、物質によって放出可能なように担持される、すなわち、組成物は、基材の中か上かのど
ちらかに含有され、基材に幾らかの力を加えることによって、例えば、基材を絞り出すこ
と、又は湿式の拭き取り用品を使用して表面を拭き取ることによって、基材から簡単に放
出可能である。
【０１０３】
　吸収性物品
　天然又は合成繊維から製造された不織布は、一般的に、例えば、吸収性コアの貯蔵層を
取り囲むトップシート材料として、あるいはコアラップとして、吸収性物品の構成に使用
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される。別の態様では、本発明は、本発明のオルガノポリシロキサンポリマーコーティン
グを含む不織布を含む使い捨て吸収性物品を提供する。
【０１０４】
　一態様では、使い捨て吸収性物品は、実質的に液体透過性のトップシート、実質的に液
体不透過性のバックシート、及びトップシートとバックシートとの間に配置された吸収性
コアを含む封じ込めアセンブリを有する乳幼児用おむつである。おむつのトップシート、
バックシート、及び／又はその他の構成要素は、不織布ひいてはおむつに柔軟性を付与す
るオルガノポリシロキサンポリマー表面コーティングを含む不織布から構成され得る。
【０１０５】
　トップシート、バックシート及び吸収性コアは、様々な周知の構成に組み立てることが
できるが、好ましいおむつ構成は、米国特許第５，５６９，２３４号、発明の名称「使い
捨てプルオン・パンツ（Disposable Pull-On Pant）」（Ｂｕｅｌｌ　ｅｔ　ａｌ．、１
９９６年１０月２９日発行）、並びに米国特許第６，００４，３０６号、発明の名称「多
方向収縮性サイドパネルを有する吸収性物品（Absorbent Article With Multi-Direction
al Extensible Side Panels）」（Ｒｏｂｌｅｓ　ｅｔ　ａｌ．、１９９９年１２月２１
日発行）に概ね記載されている。
【０１０６】
　トップシートは全体的又は部分的に伸縮性を持たせてもよく、又はトップシートと吸収
性コアとの間に隙間が形成されるように短縮させてもよい。伸縮性の又は縮小させたトッ
プシートを包含する代表的な構造は、米国特許第５，０３７，４１６号（アレン（Allen
）ら、１９９１年８月６日発行）、名称「弾性的延伸性のトップシートを有する使い捨て
吸収性物品（Disposable Absorbent Article Having Elastically Extensible Topsheet
）」、及び同第５，２６９，７７５号（フリーランド（Freeland）ら、１９９３年１２月
１４日発行）、名称「使い捨て吸収性物品用の三分割トップシート及びその三分割トップ
シートを有する使い捨て吸収性物品（Trisection Topsheets for Disposable Absorbent 
Articles and Disposable Absorbent Articles Having Such Trisection Topsheets）」
に更に詳細に記載されている。いくつかの実施形態では、トップシートは、国際公開第９
５／０５１３９号（Ｒｏｅ）に記載のものなどの有孔トップシートである。
【０１０７】
　バックシートは、トップシートに接合されてもよい。バックシートは、吸収性コアによ
り吸収されて物品内に封じ込められた排出物により、例えばベッドシーツ及び下着などの
おむつと接触する場合がある他の外部の物品が汚されることを防止する。好ましい実施形
態では、バックシートは、液体（例えば、尿）に対して実質的に不透過性であってもよく
、不織布と０．０１２ｍｍ（０．５ミル）～０．０５１ｍｍ（２．０ミル）の厚みを有す
る熱可塑性フィルムのような薄いプラスチックフィルムとの積層体で構成することができ
る。好適なバックシートフィルムとしては、インディアナ州テレホート所在のＴｒｅｄｅ
ｇａｒ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ　Ｉｎｃ．の製造する、Ｘ１５３０６、Ｘ１０９６２、及
びＸ１０９６４の商品名で販売されるものが挙げられる。他の好適なバックシート材料と
しては、おむつから蒸気を逃し、一方で排出物がバックシートを通過することを尚防ぐ、
通気性材料を挙げることが可能である。代表的な通気性材料としては、織布ウェブ、不織
ウェブ、フィルムコーティング不織ウェブなどの複合材料、並びにエスポアール（ESPOIR
）ＮＯの呼称で日本の三井東圧株式会社（Mitsui Toatsu Co.）により製造されているミ
クロ孔質フィルム及びエグザイア（EXXAIRE）の名称でテキサス州ベイシティー（Bay Cit
y，テキサス州）のエクソンケミカル社（EXXON Chemical Co.）により製造されているよ
うなミクロ孔質フィルムなどの材料を挙げることができる。ポリマーブレンドを含む適し
た通気性複合材料は、名称ハイトレル（HYTREL）ブレンドＰ１８－３０９７として、クロ
ペイ社（Clopay Corporation）（オハイオ州シンシナティ（Cincinnati, OH））から入手
可能である。
【０１０８】
　吸収性コアはトップシートとバックシートとの間に通常は配置される。吸収性コアは、
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概ね圧縮性で、体型に合いやすく、着用者の皮膚に対して非刺激性で、尿及び他の特定の
身体排出物のような液体を吸収して保持できる、いずれの吸収性材料も含んでよい。吸収
性コアは、一般にエアフェルトと呼ばれている粉砕木材パルプ等といった、使い捨ておむ
つ及び他の吸収性物品に通常使用される多種多様な液体吸収性材料を含んでもよい。他の
好適な吸収性材料の例としては、縮みセルロース詰め物、コフォームを包含するメルトブ
ローンポリマー、化学的に硬化、修飾、若しくは架橋されたセルロース繊維、ティッシュ
ラップ及びティッシュラミネートを包含するティッシュ、吸収性発泡体、吸収性スポンジ
、超吸収性ポリマー、吸収性ゲル材料、又は他のあらゆる既知の吸収性材料、あるいはこ
れらの材料の組み合わせが挙げられる。吸収性コアは、微量（典型的には１０重量％未満
）の非液体吸収性材料、例えば、接着剤、ワックス、油などを更に含んでもよい。
【０１０９】
　吸収性コアは、好ましくは、着用者に面する頂部獲得層と、底部獲得層を含む、獲得シ
ステムを含む。１つの好ましい実施形態では、頂部獲得層は不織布を含むのに対し、底部
獲得層は、好ましくは、化学的に硬化され、より合わせられ、巻き込まれた繊維と、高表
面積繊維と、熱可塑性結合繊維との混合物を含む。別の好ましい実施形態では、いずれの
獲得層も、好ましく親水性の不織布材料から提供される。
【０１１０】
　液体貯蔵構造体として使用するための吸収性構造体の例は、米国特許第４，６１０，６
７８号、発明の名称「高密度吸収性構造体（High-Density Absorbent Structures）」（
Ｗｅｉｓｍａｎ　ｅｔ　ａｌ．１９８６年９月９日発行）、米国特許第４，６７３，４０
２号、発明の名称「２層コアを有する吸収性物品（Absorbent Articles With Dual-Layer
ed Cores）」（Ｗｅｉｓｍａｎ　ｅｔ　ａｌ．、１９８７年６月１６日発行）、米国特許
第４，８８８，２３１号、発明の名称「ダスティング層を有する吸収性コア（Absorbent 
Core Having A Dusting Layer）」（Ａｎｇｓｔａｄｔ、１９８９年１２月１９日発行）
、並びに米国特許第４，８３４，７３５号、発明の名称「低密度及び低坪量獲得ゾーンを
有する高密度吸収性部材（High Density Absorbent Members Having Lower Density and 
Lower Basis Weight Acquisition Zones）」（Ａｌｅｍａｎｙ　ｅｔ　ａｌ．、１９８９
年５月３０日発行）に記載される。
【０１１１】
　獲得層は、好ましくは貯蔵層と直接接触する。貯蔵層は、好ましくはコアラップ材料に
より包み込まれる。好ましい一実施形態では、コアラップ材料は、最上層と最下層とを構
成する。最上層と最下層は、不織布材料から提供され得る。好ましい材料の１つは、スパ
ンボンド層と、メルトブローン層と、更にスパンボンド層とを含む、いわゆる「ＳＭＳ」
材料である。最上層及び最下層は、２つ以上の別個のシート材料から供給されてもよく、
あるいは一体型シート材料により提供されてよい。このような単一の材料シートは、貯蔵
層の周りを、例えばＣ折りでくるんでもよい。
【０１１２】
　吸収性アセンブリとして使用するための吸収性構造体の例は、米国特許第４，８３４，
７３５号、発明の名称「低密度及び低坪量獲得ゾーンを有する高密度吸収性部材（High D
ensity Absorbent Members Having Lower Density and Lower Basis Weight Acquisition
 Zones）」（Ａｌｅｍａｎｙ　ｅｔ　ａｌ．、１９８９年５月３０日発行）、及び米国特
許第５，６２５，２２２号発明の名称「非常に高い水対油比を有する高内相比エマルショ
ン由来の水性流体のための吸収性フォーム材料（Absorbent Foam Materials For Aqueous
 Fluids Made From high Internal Phase Emulsions Having Very High Water-To-Oil Ra
tios）」（ＤｅｓＭａｒａｉｓ　ｅｔ　ａｌ．、１９９７年７月２２日発行）に記載され
る。
【０１１３】
　おむつはまた、フィット感、密閉性、美的特徴を向上させるための前方及び後方イヤー
パネル、ウェストキャップ機構、伸縮材などの当技術分野では既知の他の機構を含んでも
よい。このような追加の特徴は当該技術分野において周知であり、米国特許第３，８６０
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，００３号、発明の名称「使い捨ておむつ用収縮性側部（Contractable side portions f
or disposable diaper）」（Ｂｕｅｌｌ　ｅｔ　ａｌ．、１９７５年１月１４日発行）、
及び米国特許第５，１５１，０９２号、発明の名称「予め配置された弾力的曲げヒンジを
有する動的弾性的ウエスト機構を備える吸収性物品（Absorbent article with dynamic e
lastic waist feature having a predisposed resilient flexural hinge）」（Ｂｕｅｌ
ｌ　ｅｔ　ａｌ．、１９９２年９月２９日発行）に記載される。
【０１１４】
　着用者の所定の位置でおむつを保持する目的で、ウエスト部には、好ましくは後側腰部
区域に取り付けられた締結部材を含む、締着装置を含有させてもよい。好ましい実施形態
では、締着装置は、前側腰部区域に取り付けられたランディング領域を更に含む。締結部
材は、前側腰部区域、好ましくはランディング領域に取り付けられて、脚部開口部及び物
品のウエスト部を形成する。
【０１１５】
　本発明に従うおむつには、再締結可能な締着装置を備えて提供してもよく、あるいはパ
ンツ型おむつとして提供することもできる。締着装置及びそのいずれの構成要素も、その
ような使用に好適ないずれの材料を含んでもよく、プラスチック、フィルム、発泡体、不
織布ウェブ、織布ウェブ、紙、ラミネート、繊維強化プラスチックなど、又はこれらの組
み合わせが挙げられるが、これらに限定されない。締結装置を可撓性に構成する材料は好
ましいものであり得る。可撓性は、締結装置を体の形状に適合でき、ひいては締結装置が
着用者皮膚に刺激を与えたり又は傷つけたりする可能性を低減させ得るよう設計される。
【０１１６】
　本発明の一実施形態によると、吸収性物品のトップシート及び／又は上側コアラップ層
及び／又は下側コアラップ層は不織布から製造される。
【０１１７】
　ＩＶ．衛生ティッシュ製品
　本発明は、ペーパータオル、トイレットペーパー、顔用ティッシュ、及びナプキンなど
の全ての種類の消費者用紙製品に等しく適用可能である。
【０１１８】
　本明細書に記載の繊維構造体製品は、ユーカリプタス（Eucalyptus）、熱帯広葉樹、ア
カシアなどの堅木繊維を約２３重量％～約４０重量％を含み、別の態様では、ユーカリプ
タス（Eucalyptus）繊維を含み、初期堅木繊維（製紙前に測定した場合）は、約６．５～
約１５のルンケル比と、約１２～３５繊維／ｇ（百万）の繊維密度を有する。
【０１１９】
　ルンケル比は、繊維の形態と、繊維の崩壊特性の測定値であり、次式により測定される
。
【０１２０】
【数２】

　式中、ｔは繊維壁厚と等しい。
【０１２１】
　一実施形態では、本明細書で使用される堅木繊維は約６．５～約１５のルンケル比を有
し、別の態様では、約７～約１２、及び更に別の実施形態では約７．５～約１１のルンケ
ル比を有する。
【０１２２】
　一実施形態では、本明細書で使用される堅木繊維は、約１２～約３５繊維／ｇ（百万）
、別の実施形態では約１３～約３０、及び更に別の実施形態では約１５～約２５の繊維密
度を有する。
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【０１２３】
　一実施形態では、本明細書で使用される堅木繊維は、ユーカリプタス（Eucalyptus）な
どの堅木繊維を、繊維構造体生成物の重量に基づき約１０重量％～約４０重量％、又は約
２３重量％～約４０重量％含み、別の実施形態では、堅木繊維を約２７重量％～約３５重
量％、更に別の実施形態では、約２９重量％～約３３重量％含む。
【０１２４】
　一実施形態では、繊維構造体生成物は、南方針葉樹林クラフト（Southern Softwood Kr
aft）（ＳＳＫ）を全く含まないか、又はほんの僅かに含むかのいずれかであり、別の態
様では、ＳＳＫを約０．０５重量％～約１０重量％、別の態様では、約０．１重量％～約
５重量％含み、別の態様では、ＳＳＫを本質的に含まない。
【０１２５】
　一実施形態では、繊維構造体生成物のセルロース繊維にはＮＳＫ及びユーカリプタス（
Eucalyptus）繊維のみが含まれる。
【０１２６】
　広葉樹材又は具体的にはユーカリプタス（Eucalyptus）繊維に加えて、本発明は、天然
繊維、合成繊維などの各種抄紙繊維、並びに任意のその他の好適な繊維、デンプン、及び
これらの組み合わせの使用を想到する。本発明に有用な抄紙繊維としては、木材パルプ繊
維として周知のセルロース繊維が挙げられる。利用可能な木材パルプには、クラフト（Kr
aft）パルプ、亜硫酸パルプ、及び硫酸塩パルプなどの化学パルプ、並びに例えば、砕木
パルプ、サーモメカニカルパルプ、及び化学的に改質したパルプを、及び同様物を包含す
るメカニカルパルプが挙げられる。化学パルプは、優れて柔軟な触感を、それらから製造
されるティッシュに付与することが当業者に知られていることから、ティッシュタオルの
実施形態で使用され得る。本明細書では、落葉樹（堅木樹材）及び／又は針葉樹（conife
rous tree）（軟木樹材）に由来するパルプを使用することができる。このような堅木樹
材及び軟木樹材を層に配合又は配置して、層を形成するウェブに提供することができる。
層形成する実施形態及び層形成するプロセスの例は、米国特許第３，９９４，７７１号、
及び米国特許第４，３００，９８１号で記載される。加えて、綿くず、バガス、及び同様
物などの木材パルプに由来する繊維を使用することができる。更に、任意のすべてのカテ
ゴリ、並びに元の紙製品を製造するのに使用された充填材及び接着剤などのその他の非繊
維材料を含有し得る再生紙に由来する繊維を、本発明のウェブに使用することもできる。
上記に加え、ポリマー、特にヒドロキシルポリマー、から作製された繊維及び／又はフィ
ラメントは、本発明において使用され得る。好適なヒドロキシルポリマーの非限定例には
、ポリビニルアルコール、デンプン、デンプン誘導体、キトサン、キトサン誘導体、セル
ロース誘導体、ゴム、アラビナン、ガラクタン、及びこれらの組み合わせが含まれる。加
えて、レーヨン、ポリエチレン、及びポリプロピレン繊維などのその他の合成繊維を、本
発明の範囲内で使用することができる。更に、このような繊維は、ラテックス結合されて
よい。
【０１２７】
　一実施形態では、紙は、主に、約９５重量％～約９９．９重量％の水を含む水性スラリ
ーを形成することにより製造される。
【０１２８】
　一実施形態では、繊維構造体の製造に使用されるスラリーの非水性成分は、ユーカリプ
タス（Eucalyptus）及び北方針葉樹クラフト（Northern Softwood Kraft）のみから構成
される。水性スラリーは、製紙プロセスのヘッドボックスに送り込まれる。
【０１２９】
　本明細書で開示される制限に加えて、繊維構造体製品には、工業会で既知の任意のティ
ッシュタオル製品が含まれ得る。これらの基材の実施形態は、米国特許第４，１９１，６
０９号（Ｔｒｏｋｈａｎ、１９８０年３月４日発行）、米国特許第４，３００，９８１号
（Ｃａｒｓｔｅｎｓ、１９８１年１１月１７日発行）、米国特許第４，１９１，６０９号
（Ｔｒｏｋｈａｎ、１９８０年３月４日発行）、米国特許第４，５１４，３４５号（Ｊｏ
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ｈｎｓｏｎ　ｅｔ　ａｌ．、１９８５年、４月３０日発行）、米国特許第４，５２８，２
３９号（Ｔｒｏｋｈａｎ、１９８５年、７月９日発行）、米国特許第４，５２９，４８０
号（Ｔｒｏｋｈａｎ、１９８５年７月１６日発行）、米国特許第４，６３７，８５９号（
Ｔｒｏｋｈａｎ、１９８７年１月２０日発行）、米国特許第５，２４５，０２５号（Ｔｒ
ｏｋｈａｎ　ｅｔ　ａｌ．、１９９３年９月１４日発行）、米国特許第５，２７５，７０
０号（Ｔｒｏｋｈａｎ、１９９４年１月４日発行）、米国特許第５，３２８，５６５号（
Ｒａｓｃｈ　ｅｔ　ａｌ．、１９９４年７月１２日発行）、米国特許第５，３３４，２８
９号（Ｔｒｏｋｈａｎ　ｅｔ　ａｌ．、１９９４年８月２日発行）、米国特許第５，３６
４，５０４号（Ｓｍｕｒｋｏｗｓｋｉ　ｅｔ　ａｌ．、１９９５年１１月１５日発行）、
米国特許第５，５２７，４２８号（Ｔｒｏｋｈａｎ　ｅｔ　ａｌ．、１９９６年６月１８
日発行）、米国特許第５，５５６，５０９号（Ｔｒｏｋｈａｎ　ｅｔ　ａｌ．、１９９６
年９月１７日発行）、米国特許第５，６２８，８７６号（Ａｙｅｒｓ　ｅｔ　ａｌ．、１
９９７年５月１３日発行）、売国特許第５，６２９，０５２号（Ｔｒｏｋｈａｎ　ｅｔ　
ａｌ．、１９９７年５月１３日発行）、米国特許第５，６３７，１９４号（Ａｍｐｕｌｓ
ｋｉ　ｅｔ　ａｌ．、１９９７年６月１０日発行）、米国特許第５，４１１，６３６号（
Ｈｅｒｍａｎｓ　ｅｔ　ａｌ．、１９９５年５月２日発行）、欧州特許第６７７６１２号
（Ｗｅｎｄｔ　ｅｔ　ａｌ．公開、１９９５年１０月１８日）、及び米国特許出願第２０
０４／０１９２１３６（Ａ１）号（Ｇｕｓｋｙ　ｅｔ　ａｌ．公開、２００４年９月３０
日）に従って製造することができる。
【０１３０】
　ティッシュタオル基材は、湿式抄紙製造プロセスにより製造することもでき、これによ
り得られるウェブは、通風乾燥又は従来法により乾燥される。所望により、基材は、クレ
ープ加工又は湿式ミクロ収縮（microcontraction）により短縮させることもできる。クレ
ープ加工及び／又は湿式ミクロ収縮は、同一出願人による米国特許第６，０４８，９３８
号（Ｎｅａｌ　ｅｔ　ａｌ．、２０００年４月１１日発行）、米国特許第５，９４２，０
８５号（Ｎｅａｌ　ｅｔ　ａｌ．、１９９９年８月２４日発行）米国特許第５，８６５，
９５０号（Ｖｉｎｓｏｎ　ｅｔ　ａｌ．、１９９９年２月２日発行）、米国特許第４，４
４０，５９７号（Ｗｅｌｌｓ　ｅｔ　ａｌ．、１９８４年４月３日発行）、米国特許第４
，１９１，７５６号（Ｓａｗｄａｉ、１９８０年５月４日発行）並びに米国特許第６，１
８７，１３８号（Ｎｅａｌ　ｅｔ　ａｌ．、２００１年２月１３日発行）に開示される。
【０１３１】
　従来法によりに圧縮されたティッシュペーパー及びこのような紙の製造方法は既知であ
る（例えば、米国特許第６，５４７，９２８号（Ｂａｒｎｈｏｌｔｚ　ｅｔ　ａｌ．、２
００３年４月１５日発行）。１つの好適なティッシュペーパーは、繊維密度が比較的低く
比較的嵩高い領域と、繊維密度が比較的高い一連の高密度化領域とを有することにより特
徴付けられるパターン状高密度化ティッシュペーパーである。嵩高い領域は、あるいは、
枕領域（pillow regions）として特徴付けられる。高密度化領域は、あるいはナックル領
域（knuckle regions）と呼ばれる。高密度化領域は、嵩高い領域内部に別々に配置され
てよく、又は嵩高い領域内部で完全に又は部分的に相互に連結されてもよい。パターン状
高密度化ティッシュウェブの製造プロセスは、米国特許第３，３０１，７４６号（Ｓａｎ
ｆｏｒｄ，ｅｔ　ａｌ．、１９６７年１月３１日発行）、米国特許第３，９７４，０２５
号（Ａｙｅｒｓ、１９７６年８月１０日発行）、米国特許第４，１９１，６０９号（１９
８０年３月４日発行）、及び米国特許第４，６３７，８５９号（１９８７年１月２０日発
行）、米国特許第３，３０１，７４６号（Ｓａｎｆｏｒｄ，ｅｔ　ａｌ．、１９６７年１
月３１日発行）、米国特許第３，８２１，０６８号（Ｓａｌｖｕｃｃｉ，Ｊｒ．ｅｔ　ａ
ｌ．、１９７４年５月２１日発行）、米国特許第３，９７４，０２５号（Ａｙｅｒｓ、１
９７６年８月１０日発行）、米国特許第３，５７３，１６４号（Ｆｒｉｅｄｂｅｒｇ，ｅ
ｔ　ａｌ．、１９７１年３月３０日発行）、米国特許第３，４７３，５７６号（Ａｍｎｅ
ｕｓ、１９６９年１０月２１日発行）、米国特許第４，２３９，０６５号（Ｔｒｏｋｈａ
ｎ、１９８０年１２月１６日発行）、並びに米国特許第４，５２８，２３９号（Ｔｒｏｋ
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ｈａｎ、１９８５年７月９日発行）に開示される。
【０１３２】
　非圧縮、非パターン状高密度化ティッシュペーパー構造体は、本発明の範囲内のもので
あると想到され、米国特許第３，８１２，０００号（Ｊｏｓｅｐｈ　Ｌ．Ｓａｌｖｕｃｃ
ｉ，Ｊｒ．ｅｔ　ａｌ．、１９７４年５月２１日発行）、及び米国特許第４，２０８，４
５９号（Ｈｅｎｒｙ　Ｅ．Ｂｅｃｋｅｒ，ｅｔ　ａｌ．、１９８０年６月１７日発行）に
開示されている。当該技術分野で定義される通りの非クレープ加工ティッシュペーパーも
想到される。この方法で非クレープ加工ティッシュを製造する技術は当該技術分野で教示
されている。例えば、欧州特許第０　６７７　６１２（Ａ２）号、（Ｗｅｎｄｔ，ｅｔ　
ａｌ．、１９９５年１０月１８日公開）、欧州特許第０　６１７　１６４（Ａ１）号（Ｈ
ｙｌａｎｄ，ｅｔ　ａｌ．、１９９４年９月２８日公開）、並びに米国特許第５，６５６
，１３２号（Ｆａｒｒｉｎｇｔｏｎ，ｅｔ　ａｌ．、１９９７年８月１２日公開）。
【０１３３】
　一実施形態では、非クレープ加工ティッシュペーパーは、非圧縮乾燥された、一実施形
態では、風乾により乾燥されたティッシュペーパーを指す。得られる風乾ウェブは、相対
的に高密度な領域が嵩高い領域内に分散されるようパターン状高密度化され（パターン状
高密度化ティッシュを含む）、相対的に高密度な領域は連続的なものであり、嵩高い領域
は分離性のものである。この方法で非クレープ加工ティッシュを製造する技術は当該技術
分野で教示されている。例えば、欧州特許第０　６７７　６１２（Ａ２）号（Ｗｅｎｄｔ
，ｅｔ．ａｌ．、１９９５年、１０月１８日公開）、欧州特許第０　６１７　１６４（Ａ
１）号（Ｈｙｌａｎｄ，ｅｔ．ａｌ．、１９９４年９月２８日公開）、及び米国特許第５
，６５６，１３２号（Ｆａｒｒｉｎｇｔｏｎ，ｅｔ．ａｌ．、１９９７年８月１２日公開
）。
【０１３４】
　Ｖ．オルガノポリシロキサンコーティングされた不織布又は衛生ティッシュ製品の製造
プロセス
　本発明のプロセスは、複数個の繊維の処理を指す。不織布に形成される場合、複数の繊
維は、特に吸収性物品に好適である。このプロセスは非常に経済的である。それに加えて
、このプロセスは非常に迅速である。このプロセスは、少なくとも２００ｍ／分、より好
ましくは少なくとも３００ｍ／分、及び更により好ましくは少なくとも４００ｍ／分のラ
イン速度で実施することができる。
【０１３５】
　このような表面コーティングを得るのに好適な技術は当該技術分野において周知であり
、例えば、欧州特許第９８１１６８９５．８号、国際公開第９７／４２３５６号（Ｇｌｅ
ａｓｏｎ）、及び国際公開第９６／００５４８号（Ｏｕｅｌｌｅｔｔｅ）に記載される。
【０１３６】
　一態様では、本発明に従って複数個の繊維を処理するプロセスは、次の工程（ａ）～（
ｃ）を含む。
　（ａ）複数個の繊維を提供する工程。繊維は天然繊維（例えば、羊毛、絹、セルロース
、綿）であってよく、ポリアミド、ポリプロピレン、ポリエチレン、ポリエステル、又は
ポリアミドなどの樹脂製の人工繊維又は合成繊維であってもよい。繊維は、通常、０．０
０１ｍｍ未満～０．２ｍｍ超の範囲の直径を有する。
　（ｂ）未希釈の又は溶液（例えば、水性又は非水性）として本発明のオルガノポリシロ
キサンポリマーを準備する工程。
　（ｃ）複数個の繊維を本発明のオルガノポリシロキサンポリマーと接触させる工程。
　モノマー及びラジカル重合開始剤。親水性モノマーにはラジカル重合プロセスを実施す
ることができる。
【０１３７】
　複数個の繊維上へのポリマーの均一な適用を達成するには、キスロールコーティング又
は噴霧が特に好適である。いずれの方法も当該技術分野において周知である。キスロール



(31) JP 6100899 B2 2017.3.22

10

20

30

40

50

コーティングでは、ポリマーは好適な浴内に保持される。このプロセスに好適な回転シリ
ンダ又は任意のその他の装置は、表面の少なくとも一部によりポリマー（又はポリマー溶
液）と接触する。したがって、ポリマーは、シリンダの表面上に広げられる。複数個の繊
維は、予め表面上にポリマーが広げられているシリンダと接触させる。このプロセスでは
、複数個の繊維に適用されるポリマー又はポリマー溶液の量は容易に調節することができ
、複数個の繊維が溶液に浸漬されることを回避することができる。
【０１３８】
　そのため、繊維表面上に吸収される追加量のポリマーを調節することができ、これは、
複数個の繊維を直接ポリマー又はポリマー溶液浴に接触させるプロセスでは難しい。更に
、プロセスに必要とされるポリマー溶液の量は、最小限に抑えることができる。
【０１３９】
　あるいは、キスロールコーティングでは、溶液は、複数個の繊維の表面上にも噴霧され
得る。キスロールコーティング同様、噴霧により、追加量の水溶液を少量にし、かつ容易
に調節することができ、これは本発明において好ましい。
【０１４０】
　ポリマーが繊維のすべての表面を覆う必要はないことは理解される。
【０１４１】
　プロセスに際し準備される複数の繊維が不織布ではなく別個の繊維又はフィラメントで
ある場合、これらの別個の繊維又はフィラメントは不織布に形成されてもよい。本発明の
一実施形態では、プロセスに際し準備される複数の繊維は、不織布ではなく、別個の繊維
又はフィラメントである。この実施形態では、別個の繊維又はフィラメントは、プロセス
中の任意の時点で、例えば、複数の繊維をポリマー溶液と接触させる前に、更なる工程に
おいて不織布に形成することができる。
【０１４２】
　本発明の別の実施形態では、プロセスに際し準備される複数個の繊維は不織布である。
本発明に従う吸収性物品は、不織布の繊維の表面上に付着したポリマーを有する不織布を
含む。
【０１４３】
　ＶＩ．オルガノポリシロキサンポリマー
　本発明は、担体、及び次式を有するブロック状カチオン性オルガノポリシロキサンを含
む、組成物を提供する。
　ＭwＤxＴyＱz

　式中、
　Ｍ＝［ＳｉＲ1Ｒ2Ｒ3Ｏ1/2］、［ＳｉＲ1Ｒ2Ｇ1Ｏ1/2］、［ＳｉＲ1Ｇ1Ｇ2Ｏ1/2］、［
ＳｉＧ1Ｇ2Ｇ3Ｏ1/2］、又はこれらの組み合わせであり、
　Ｄ＝［ＳｉＲ1Ｒ2Ｏ2/2］、［ＳｉＲ1Ｇ1Ｏ2/2］、［ＳｉＧ1Ｇ2Ｏ2/2］又はこれらの
組み合わせであり、
　Ｔ＝［ＳｉＲ1Ｏ3/2］、［ＳｉＧ1Ｏ3/2］又はこれらの組み合わせであり、
　Ｑ＝［ＳｉＯ4/2］であり、
　ｗ＝１～（２＋ｙ＋２ｚ）の整数であり、
　ｘ＝５～１５，０００の整数であり、
　ｙ＝０～９８の整数であり、
　ｚ＝０～９８の整数であり、
　Ｒ1、Ｒ2及びＲ3は、Ｈ、ＯＨ、Ｃ1～Ｃ32アルキル、Ｃ1～Ｃ32置換アルキル、Ｃ5～Ｃ

32又はＣ6～Ｃ32アリール、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32置換アリール、Ｃ6～Ｃ32アルキルア
リール、Ｃ6～Ｃ32置換アルキルアリール、Ｃ1～Ｃ32アルコキシ、Ｃ1～Ｃ32置換アルコ
キシ、Ｃ1～Ｃ32アルキルアミノ、及びＣ1～Ｃ32置換アルキルアミノからなる群からそれ
ぞれ独立して選択され、
　少なくとも１つのＭ、Ｄ、又はＴは、少なくとも１つの部分Ｇ1、Ｇ2又はＧ3を組み込
み、
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　Ｇ1、Ｇ2、及びＧ3はそれぞれ独立して、式：
【０１４４】
【化５】

　から選択され、式中、
　Ｘは、Ｃ1～Ｃ32アルキレン、Ｃ1～Ｃ32置換アルキレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32アリ
ーレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32置換アリーレン、Ｃ6～Ｃ32アリールアルキレン、Ｃ6～
Ｃ32置換アリールアルキレン、Ｃ1～Ｃ32アルコキシ、Ｃ1～Ｃ32置換アルコキシ、Ｃ1～
Ｃ32アルキレンアミノ、Ｃ1～Ｃ32置換アルキレンアミノ、開環エポキシド、及び開環グ
リシジルからなる群から選択される二価基を含み、ただし、Ｘが繰り返しアルキレンオキ
シド部分を含まない場合、Ｘが、Ｐ、Ｎ及びＯからなる群から選択されるヘテロ原子を更
に含んでよく、あるいは、各Ｘは、Ｃ1～Ｃ32アルキレン、Ｃ1～Ｃ32置換アルキレン、Ｃ

5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32アリーレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32置換アリーレン、Ｃ6～Ｃ32

アリールアルキレン、及びＣ6～Ｃ32置換アリールアルキレンからなる群から独立して選
択される二価基であってよく、
　Ｎは窒素原子であり、
　Ｒ4は、Ｈ、Ｃ1～Ｃ32アルキル、Ｃ1～Ｃ32置換アルキル、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32ア
リール、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32置換アリール、Ｃ6～Ｃ32アルキルアリール、及びＣ6～
Ｃ32置換アルキルアリールからなる群から選択される同一の又は異なる一価基を含み、
　Ｅは、Ｃ1～Ｃ32アルキレン又はＣ3～Ｃ32アルキレン、Ｃ1～Ｃ32置換アルキレン又は
Ｃ3～Ｃ32置換アルキレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32アリーレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ3

2置換アリーレン、Ｃ6～Ｃ32アリールアルキレン、Ｃ6～Ｃ32置換アリールアルキレン、
Ｃ1～Ｃ32アルコキシ又はＣ3～Ｃ32アルコキシ、Ｃ1～Ｃ32置換アルコキシ又はＣ3～Ｃ32

置換アルコキシ、Ｃ1～Ｃ32アルキレンアミノ又はＣ3～Ｃ32アルキレンアミノ、Ｃ1～Ｃ3

2置換アルキレンアミノ又はＣ3～Ｃ32置換アルキレンアミノ、開環エポキシド及び開環グ
リシジルからなる群から選択される二価基であり、但し、Ｅが反復アルキレンオキシド部
分を含まない場合、Ｅは、Ｐ、Ｎ、及びＯからなる群から選択されるへテロ原子を更に含
んでもよく、
　Ｅ’は、Ｃ1～Ｃ32アルキレン又はＣ3～Ｃ32アルキレン、Ｃ1～Ｃ32置換アルキレン又
はＣ3～Ｃ32置換アルキレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32アリーレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～
Ｃ32置換アリーレン、Ｃ6～Ｃ32アリールアルキレン、Ｃ6～Ｃ32置換アリールアルキレン
、Ｃ1～Ｃ32アルコキシ又はＣ3～Ｃ32アルコキシ、Ｃ1～Ｃ32置換アルコキシ又はＣ3～Ｃ

32置換アルコキシ、Ｃ1～Ｃ32アルキレンアミノ又はＣ3～Ｃ32アルキレンアミノ、Ｃ1～
Ｃ32置換アルキレンアミノ又はＣ3～Ｃ32置換アルキレンアミノ、開環エポキシド及び開
環グリシジルからなる群から選択される二価基を含み、但し、Ｅ’が反復アルキレンオキ
シド部分を含まない場合、Ｅ’は、Ｐ、Ｎ、及びＯからなる群から選択されるへテロ原子
を更に含んでもよく、
【０１４５】
　一実施形態では、エチレン部分であるＥ部分はない。Ｅ及びＥ’のそれぞれは、同一又
は異なる基であってよい。一部の実施態様では、Ｅ及びＥ’は異なる基である。
【０１４６】
　いくつかの実施形態では、少なくとも１つのＥ又はＥ’は、独立して、次の：
【０１４７】
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【化６】

　からなる群から選択され、
　式中、
　Ｒ6は、Ｃ1～Ｃ32アルキレン、Ｃ1～Ｃ32置換アルキレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32ア
リーレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32置換アリーレン、Ｃ6～Ｃ32アリールアルキレン、Ｃ6

～Ｃ32置換アリールアルキレン、Ｃ1～Ｃ32アルコキシ、Ｃ1～Ｃ32置換アルコキシ、Ｃ1

～Ｃ32アルキレンアミノ、Ｃ1～Ｃ32置換アルキレンアミノ、開環エポキシド、及び開環
グリシジルからなる群から選択される二価基を含み、ただし、Ｒ6が繰り返しアルキレン
オキシド部分を含まない場合、Ｒ6が、Ｐ、Ｎ、及びＯからなる群から選択されるヘテロ
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原子を更に含んでよく、
　Ｒ9は、Ｈ、Ｃ1～Ｃ32アルキル、Ｃ1～Ｃ32置換アルキル、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32ア
リール、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32置換アリール、Ｃ6～Ｃ32アルキルアリール、及びＣ6～
Ｃ32置換アルキルアリール同一又は異なる基を含み、及び
　ｕは３～３２から独立して選択される整数である。
【０１４８】
　オルガノポリシロキサンポリマー中の少なくとも１つのＥ又はＥ’基は３以上の炭素原
子を有する基である限りは１つ以上のＥ又はＥ’基はエチレン基であってよく、
【０１４９】
　各Ｒ4は異なる基であってよく、いくつかの実施形態では、少なくとも１つのＲ4はメチ
ル基であってよい。一実施形態では、Ｒ4はメチル基又は水素である。
　ｐは２～１００から独立して選択される整数であり、
　ｎは、１又は２から独立して選択される整数であり、
　少なくとも１つのＧ1、Ｇ2、又はＧ3が正に荷電されるとき、Ａ-tは好適な電荷均衡ア
ニオン（１つ又は複数）であり、電荷均衡アニオン（１つ又は複数）の全電荷であるｋは
、Ｇ1、Ｇ2又はＧ3部分の正味電荷と大きさが等しくかつ符号が反対であり、
　ｔは１、２、又は３から独立して選択される整数であり、ｋ≦；ｐ*(２／ｔ）＋１であ
り、
　オルガノポリシロキサン分子中のカチオン電荷の総数はアニオン電荷の総数と釣り合う
。Ａ-tは、Ｃｌ-、Ｂｒ-、Ｉ-、硫酸メチル、トルエンスルホナート、カルボキシレート
、ホスフェート、水酸化物、アセテート、ホルメート、カーボネート、ニトレート、及び
これらの組み合わせからなる群から選択され得るものであり、あるいはＣｌ-、Ｂｒ-、Ｉ
-、硫酸メチル、トルエンスルホナート、カルボキシレート、ホスフェート、及びこれら
の組み合わせからなる群から選択され得るものである。
【０１５０】
　オルガノポリシロキサンは、０．０４ｍｅｑ／ｇ～１２ｍｅｑ／ｇ、又は０．０４ｍｅ
ｑ／ｇ～４ｍｅｑ／ｇ、又は１ｍｅｑ／ｇ～１２ｍｅｑ／ｇの電荷密度を有してよい。一
部の実施態様では、ｗは２～５０の整数であり、他ではｗは２である。特定の実施形態で
は、ｘは１０～４，０００、又は４０～２，０００の整数である。一部の実施態様では、
ｗは２であり、ｘは２０～１，０００の整数であり、ｙ及びｚは０である。
【０１５１】
　一実施形態では、Ｇ1、Ｇ2及びＧ3は同一であり、別の実施形態では、Ｇ1及びＧ2は同
一で、一方Ｇ3が異なっており、別の実施形態では、Ｇ1、Ｇ2、及びＧ3のそれぞれが異な
っている。少なくとも１つのＧ1、Ｇ2又はＧ3に関し、ｍは独立して、２～５０、又は２
～２５、又は２～１０から選択される整数であってよい。または、少なくとも１つのＧ1

、Ｇ2又はＧ3に関し、ｋは独立して、０～１０１、又は２～５０から選択される整数であ
ってよい。少なくとも一実施形態では、ｙ＝ｚ＝０である。一部の実施態様では、分子中
に存在するアミンの５０％～１００％は四級化され、又は７０％～１００％、又は９０％
～１００％は四級化されてよい。
【０１５２】
　当業者は、本発明のブロック状オルガノポリシロキサンは、多くの異なる実施形態を包
含することを認識するであろう。この目的のために、ｙ及びｚがゼロに等しいとき、本発
明のブロック状オルガノポリシロキサンは次式からなる群から独立して選択され：
　ＭwＤx

　式中、
　Ｍ＝［ＳｉＲ1Ｒ2Ｒ3Ｏ1/2］、［ＳｉＲ1Ｒ2Ｇ1Ｏ1/2］、［ＳｉＲ1Ｇ1Ｇ2Ｏ1/2］、［
ＳｉＧ1Ｇ2Ｇ3Ｏ1/2］、又はこれらの組み合わせであり、
　Ｄ＝［ＳｉＲ1Ｒ2Ｏ2/2］であり、
　ｗ＝１～２の整数であり、
　ｘ＝５～１５，０００の整数であり、
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　Ｒ1、Ｒ2及びＲ3は、Ｈ、ＯＨ、Ｃ1～Ｃ32アルキル、Ｃ1～Ｃ32置換アルキル、Ｃ5～Ｃ

32又はＣ6～Ｃ32アリール、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32置換アリール、Ｃ6～Ｃ32アルキルア
リール、Ｃ6～Ｃ32置換アルキルアリール、Ｃ1～Ｃ32アルコキシ、Ｃ1～Ｃ32置換アルコ
キシ、Ｃ1～Ｃ32アルキルアミノ、及びＣ1～Ｃ32置換アルキルアミノからなる群からそれ
ぞれ独立して選択され、
　少なくとも１つのＭ又はＤは、少なくとも１つのＧ1、Ｇ2又はＧ3部分を包含し、及び
Ｇ1、Ｇ2、及びＧ3は、それぞれ互いに独立して、
【０１５３】
【化７】

　から選択され、
　式中、
　Ｘは、Ｃ1～Ｃ32アルキレン、Ｃ1～Ｃ32置換アルキレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32アリ
ーレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32置換アリーレン、Ｃ6～Ｃ32アリールアルキレン、Ｃ6～
Ｃ32置換アリールアルキレン、Ｃ1～Ｃ32アルコキシ、Ｃ1～Ｃ32置換アルコキシ、Ｃ1～
Ｃ32アルキレンアミノ、Ｃ1～Ｃ32置換アルキレンアミノ、開環エポキシド及び開環グリ
シジルからなる群から選択される２価基を含み、但し、反復アルキレンオキシド部分を含
まない場合、Ｘは、Ｐ、Ｎ、及びＯからなる群から選択されるへテロ原子を更に含んでも
よく、あるいは、各Ｘは、Ｃ1～Ｃ32アルキレン、Ｃ1～Ｃ32置換アルキレン、Ｃ5～Ｃ32

又はＣ6～Ｃ32アリーレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32置換アリーレン、Ｃ6～Ｃ32アリール
アルキレン、及びＣ6～Ｃ32置換アリールアルキレンからなる群から独立して選択される
二価基であってよく、
　Ｒ4は、Ｈ、Ｃ1～Ｃ32アルキル、Ｃ1～Ｃ32置換アルキル、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32ア
リール、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32置換アリール、Ｃ6～Ｃ32アルキルアリール、及びＣ6～
Ｃ32置換アルキルアリールからなる群から選択される同一の又は異なる一価基を含み、
　Ｅは、Ｃ1～Ｃ32アルキレン又はＣ3～Ｃ32アルキレン、Ｃ1～Ｃ32置換アルキレン又は
Ｃ3～Ｃ32置換アルキレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32アリーレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ3

2置換アリーレン、Ｃ6～Ｃ32アリールアルキレン、Ｃ6～Ｃ32置換アリールアルキレン、
Ｃ1～Ｃ32アルコキシ又はＣ3～Ｃ32アルコキシ、Ｃ1～Ｃ32置換アルコキシ又はＣ3～Ｃ32

置換アルコキシ、Ｃ1～Ｃ32アルキレンアミノ又はＣ3～Ｃ32アルキレンアミノ、Ｃ1～Ｃ3

2置換アルキレンアミノ又はＣ3～Ｃ32置換アルキレンアミノ、開環エポキシド及び開環グ
リシジルからなる群から選択される二価基であり、但し、Ｅが反復アルキレンオキシド部
分を含まない場合、Ｅは、Ｐ、Ｎ、及びＯからなる群から選択されるへテロ原子を更に含
んでもよく、
　Ｅ’は、Ｃ1～Ｃ32アルキレン又はＣ3～Ｃ32アルキレン、Ｃ1～Ｃ32置換アルキレン又
はＣ3～Ｃ32置換アルキレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32アリーレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～
Ｃ32置換アリーレン、Ｃ6～Ｃ32アリールアルキレン、Ｃ6～Ｃ32置換アリールアルキレン
、Ｃ1～Ｃ32アルコキシ又はＣ3～Ｃ32アルコキシ、Ｃ1～Ｃ32置換アルコキシ又はＣ3～Ｃ

32置換アルコキシ、Ｃ1～Ｃ32アルキレンアミノ又はＣ3～Ｃ32アルキレンアミノ、Ｃ1～
Ｃ32置換アルキレンアミノ又はＣ3～Ｃ32置換アルキレンアミノ、開環エポキシド及び開
環グリシジルからなる群から選択される二価基を含み、但し、Ｅ’が反復アルキレンオキ
シド部分を含まない場合、Ｅ’は、Ｐ、Ｎ、及びＯからなる群から選択されるへテロ原子
を更に含んでもよく、
【０１５４】
　一実施形態では、エチレン部分であるＥ部分はない。Ｅ及びＥ’のそれぞれは、同一又
は異なる基であってよい。一部の実施態様では、Ｅ及びＥ’は異なる基である。
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【０１５５】
　いくつかの実施形態では、少なくとも１つのＥ又はＥ’は、独立して、次の：
【０１５６】
【化８】

　からなる群から選択され、
　式中、
　Ｒ6は、Ｃ1～Ｃ32アルキレン、Ｃ1～Ｃ32置換アルキレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32ア
リーレン、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32置換アリーレン、Ｃ6～Ｃ32アリールアルキレン、Ｃ6

～Ｃ32置換アリールアルキレン、Ｃ1～Ｃ32アルコキシ、Ｃ1～Ｃ32置換アルコキシ、Ｃ1
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～Ｃ32アルキレンアミノ、Ｃ1～Ｃ32置換アルキレンアミノ、開環エポキシド、及び開環
グリシジルからなる群から選択される二価基を含み、ただし、Ｒ6が繰り返しアルキレン
オキシド部分を含まない場合、Ｒ6が、Ｐ、Ｎ、及びＯからなる群から選択されるヘテロ
原子を更に含んでよく、
　Ｒ9は、Ｈ、Ｃ1～Ｃ32アルキル、Ｃ1～Ｃ32置換アルキル、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32ア
リール、Ｃ5～Ｃ32又はＣ6～Ｃ32置換アリール、Ｃ6～Ｃ32アルキルアリール、及びＣ6～
Ｃ32置換アルキルアリール同一又は異なる基を含み、及び
　ｕは３～３２から独立して選択される整数である。
【０１５７】
　オルガノポリシロキサンポリマー中の少なくとも１つのＥ又はＥ’基は３以上の炭素原
子を有する基である限りは１つ以上のＥ又はＥ’基はエチレン基であってよく、
【０１５８】
　各Ｒ4は異なる基であってよく、いくつかの実施形態では、少なくとも１つのＲ4はメチ
ル基であってよい。一実施形態では、Ｒ4はメチル基又は水素である。
【０１５９】
　ｐは２～１００から独立して選択される整数であり、
　ｎは、１又は２から独立して選択される整数であり、
　少なくとも１つのＧ1、Ｇ2、又はＧ3が正に荷電されるとき、Ａ-tは好適な電荷均衡ア
ニオン（１つ又は複数）であり、電荷均衡アニオン（１つ又は複数）の全電荷であるｋは
、Ｇ1、Ｇ2又はＧ3部分の正味電荷と大きさが等しくかつ符号が反対であり、
　ｔは１、２、又は３から独立して選択される整数であり、ｋ≦；ｐ*（ｐ*２／ｔ）＋１
であり、
　オルガノポリシロキサン分子中のカチオン電荷の総数がアニオン電荷の総数と釣り合う
。Ａ-tは、Ｃｌ-、Ｂｒ-、Ｉ-、硫酸メチル、トルエンスルホナート、カルボキシレート
、ホスフェート、水酸化物、アセテート、ホルメート、カーボネート、ニトレート、及び
これらの組み合わせからなる群から選択され得るものであり、あるいはＣｌ-、Ｂｒ-、Ｉ
-、硫酸メチル、トルエンスルホナート、カルボキシレート、ホスフェート、及びこれら
の組み合わせからなる群から選択され得るものである。
【０１６０】
　一実施形態では、Ｅ又はＥ’は、３個以上の炭素原子、又は４個以上の炭素原子、又は
５個以上の炭素原子、又は４～３２個の炭素原子を有する一級アルキル鎖である。理論に
よって制限されることなく、Ｅ又はＥ’がちょうど２個の炭素原子を有する一級アルキル
鎖である実施形態では、部分Ｇは、脱離反応の可能性に対して不安定であり得ると考えら
れる。これは、反応してアルケンを生成する非共有電子対によって、好ましくない脱離反
応が起こる可能性があるからである。
【０１６１】
　別の実施形態では、部分Ｅ又はＥ’は、異なる長さの異なる基から独立して選択され、
鎖に沿って間隔及び電荷密度を制御できる。特定の用途では、密に配置されたこれらの電
荷を有することが望ましい場合があり、別の用途では、さられて配置されたこれらの電荷
を有することが望ましい場合がある。荷電部分Ｇは、オルガノポリシロキサンのシリコー
ン部分から離れていてよく、より具体的には、シロキサン部分の末端部に配置されてよい
。理論によって制限されることなく、終末シロキサン部分の末端部に配置される電荷を「
ブロック状」に維持することによって、処理された基材の表面からシロキサン部分を突き
出すことができ、その結果、処理された基材がより滑らかで柔らかい感触になると考えら
れる。
【０１６２】
　一態様では、担体は、水、界面活性剤、溶媒、乳化剤、及びこれらの混合物から選択さ
れる。
【実施例】
【０１６３】
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　本発明のオルガノポリシロキサンの例は、本明細書に示す消費者製品に使用するため、
次の乳濁液に配合し、不織布への適用のため調製した。以降の実施例１のオルガノポリシ
ロキサンを使用してエマルションを製造し、以降の実施例の製造において不織布に適用し
た。
【０１６４】
　本明細書における非限定例では、オルガノポリシロキサンは、不織布又は衛生ティッシ
ュ製品に適用する前に水性担体で乳化した。当業者には、不織布に対しオルガノポリシロ
キサンを適用するためには数多くの何らかの手法を利用できることがより認識され得る。
オルガノポリシロキサンは、不織布又は衛生ティッシュ製品に適用する前に、水又は他の
主要な水性担体に乳化するなどして、乳化してもよい。オルガノポリシロキサンは、不織
布に適用するより前に好適な担体に溶解させることができる。担体を揮発性のものとして
、不織布又は衛生ティッシュ製品の処理後の担体の除去を促進することもできる。
【０１６５】
　本発明の不織布に適用するため、表１中の材料を使用して、活性成分２０％のポリオル
ガノシロキサンエマルジョンを作製した。表２の材料は、最初に、ホモジナイザーを使用
して３，５００ｒｐｍで乳化し、次に１３７．９０ＭＰａ（２０，０００ｐｓｉ）で微小
流体化（microfluidized）して、粒径５ミクロン未満のエマルジョンを得た。
【０１６６】
【表１】

【０１６７】
【表２】

　１．Ｓｉｇｍａ　Ａｌｄｒｉｃｈから入手可能
【０１６８】
　本発明の一非限定例では、実施例１のオルガノポリシロキサンは上記の通りに乳化し、
使い捨て吸収性物品用のトップシートとして当業界で既知の２４ｇｓｍポリプロピレンｓ
ｏｆｔ　ｂｏｕｎｄ　ｂｉｃｏ不織布に適用した。エマルジョンを不織布トップシート上
に空気噴射し、５ｇｓｍエマルジョンの最終コーティングを得た。トップシートを一晩風
乾し、総量１ｇｓｍの実施例１のオルガノポリシロキサンを得た。処理した不織布トップ
シートを、更なる評価の前に、調湿室内で平衡化した。
【０１６９】
　本発明の別の非限定例では、実施例１のオルガノポリシロキサンは、上記の通りに乳化
し、使い捨て吸収性物品用のトップシートとして当該技術分野において既知の１７ｇｓｍ
ポリプロピレンスパンボンド不織布に適用した。エマルジョンを不織布トップシート上に
空気噴射し、４ｇｓｍエマルジョンの最終コーティングを得た。トップシートを一晩風乾
し、総量０．８ｇｓｍの実施例１のオルガノポリシロキサンを得た。処理した不織布トッ
プシートを、更なる評価の前に、調湿室内で平衡化した。
【０１７０】
　基材（トップシート及び紙）に対するこれらの分子の柔軟化効果は、Ｉｎｓｔｒｏｎ摩
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手法により評価できることは認識されるであろう。
【０１７１】
　Ｉｎｓｔｒｏｎ摩擦測定（ＩＦＭ）により不織布の柔軟性を評価した。この方法では、
不織布サンプルの中央に２００ｇ重のスレッドを置き、２００ｇ重のスレッドを載せた不
織布を滑らせて移動させるのに必要な力を記録する。すべらせるのに必要とされる力が小
さくなるほど、より滑らかであり、柔らかい材料であることが示される。スレッドの底部
には、縁部を含むスレッド底部が正確に一致するようポリウレタン製の部品を取り付けて
準備をする。各処理毎に５回測定を実施し、平均する。柔軟化効果を実証するにあたり、
処理した不織布を、同一の未処理の不織布と比較した。
【０１７２】
　実施例２：２４ｇｓｍポリプロピレン製Ｓｏｆｔ　Ｂｏｕｎｄ　Ｂｉｃｏ不織布トップ
シート
【０１７３】

【表３】

【０１７４】
　実施例３：１７ｇｓｍポリプロピレンスパンボンド不織布トップシート
【０１７５】

【表４】

【０１７６】
　本発明の別の非限定例では、上記の通りに実施例１のオルガノポリシロキサンを乳化し
、便所用トイレットペーパーに適用した。エマルジョンは、キスロールを使用してトイレ
ットペーパー上に適用し、乾燥後３７５０ｐｐｍのオルガノポリシロキサンポリマー最終
コーティングを得た。
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